
第２章 重点輸出対象国の市場と現状 

ここでは、文献調査および日本産米の輸出に関わる国内の関連事業者へのヒアリング調

査をもとに、重点対象国５カ国の市場動向について整理した。 
 

I. 台湾における市場動向 

１． 市場 

（１）消費と生産の動向 

１人あたりのコメの消費量は、1960年代に160kg／人程度だったが、2000年代には50kg
／人程度まで減少しており、1960年から 2007年で 67.7％減となっている。 

1960 年代には、台湾はわが国よりも 40kg／人ほど多くコメを消費していたが、1990
年頃を境に逆転しており、近年では、わが国以上にコメを食べなくなってきたことが伺え

る。 

図表2- 1 日本と台湾における１人あたり消費量（精米換算）の推移 
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資料）United States Department of Agriculture ”PS&D Online October 2007”より作成 
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 台湾におけるコメの生産量は減少を続けており、近年は消費量の減少速度を上回ってい

る。そのため、ここにきて自給率が 100を下回り、輸入量が輸出量を上回ってきている。 

図表2- 2 生産量と消費量の推移 
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資料）United States Department of Agriculture ”PS&D Online October 2007”より作成 

図表2- 3 自給率の推移 
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資料）United States Department of Agriculture ”PS&D Online October 2007”より作成 
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図表2- 4 輸出量と輸入量の推移 
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資料）United States Department of Agriculture ”PS&D Online October 2007”より作成 

 
これまで台湾人口は順調に増加し 2006年は 22.88百万人であるが、2016年に 23.29百

万人に達した後は減少に転化し 2051年には 18.62百万人となる見通しである。 

図表2- 5 台湾の人口推移と見込み 
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資料）台湾行政院主計處 ” Statistical Yearbook of the Republic of China 2006 Edited 2007”より作成 
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 このように、台湾では、コメの１人あたり消費量に下げ止まりがみられる一方で、人口

の増加にも陰りがみられることから、コメの市場規模は、当面ほぼ横ばい、長期的には縮

小すると見込まれる。ただし、作付面積の減少に伴う国内生産量の減少も進んでいるため、

今後も日本産米をはじめとする海外産米の輸入は続けられる可能性が高い。 
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２． 消費者 

（１）消費金額 

2006 年の台湾における可処分所得は 913,092 台湾元（＝3,195,821 円1）で、最終消費

支出は 713,024 台湾元（＝2,495,583 円）である。このうち、「食品飲料及菸草」に使っ

ているのは 167,660台湾元（＝586,810円）、23.5％となっている。 

図表2- 6 台湾における可処分所得と最終消費支出 

 
世帯数 

（世帯） 

平均世帯人数 

（人） 

可処分所得 

（台湾元） 

消費支出 

（台湾元） 

全体 7,307,999 3.41 913,092 713,024

農家・非農家別     

 農家 599,862 3.82 774,219 607,115

 非農家 6,708,137 3.37 925,510 722,494

都市階級別     

 市 6,025,340 3.38 954,160 743,607

 町 1,094,049 3.58 736,949 582,510

 村 188,610 3.18 622,842 493,070

資料）台湾行政院主計處「95年家庭收支調查報告」（2006年）より 

 
総務省統計局「平成 18 年家計調査」によるわが国の世帯あたり消費支出は 258,086 円

／月×12か月＝3,097,032円で、台湾の約 1.24倍である。このうち「食料」「たばこ」に
使っているのは、（59,491＋1,184）円／月×12か月＝728,100円、23.5%2で、比率とし

ては台湾と同等である。 
このことから、台湾の家計は世帯単位でわが国の 0.8 倍程度の消費金額を有しており、

食品に消費している金額の割合もわが国とほぼ同等である。そのため、単純に為替レート

でわが国と同程度の価格付けを行うと、それだけ高めと感じられることになる。 
ただし、台湾では食料品関係の価格は物価のなかでも安めとされており、より大きな格

差と感じられるものと想定される。 
 
【ヒアリング結果より】 

・台湾の国民所得平均は低くない。その中でも一部特筆すべき高い所得者層が存在するが、その割合ま

では把握していない。 

図表2- 7 台湾の所得水準 
・値段はなんでも安く、平均物価は日本と大差ないものの、交通費と外食費は比較にならないほど安い。

自助餐の昼食で 100元あれば満腹することができる。 

資料）全国農業協同組合中央会「アジア諸国における日本産米受容性調査報告」（平成 17年３月）より
抜粋 

                                                  
1 換算レートは１台湾元＝3.5円 
2 このうち米の購入に使っているのは 2,020円／月×12か月＝24,240円、消費支出の 0.78％である。 
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（２）食に対する態度 

台湾の人は、食事に対して一般に味よりも分量や品数を重視するとされる。また、日本

的なものとしては、コメよりもうどんやそば等が挙げられている。 
台湾の人は日本と同様に短粒種米を中心に食していることもあり、日本産米は受け入れ

やすい一方、そばやうどんのように日本食としての特別な位置づけを獲得するには難易度

が高く、台湾産米等とも競合しやすいと想定される。 

図表2- 8 台湾人訪日旅行者の食事に関するポイント 
・「台湾の人は目で食べる」といわれ、一番大切なのはボリューム、二番目が品数、味は三番目である。

料理は小出しにするよりはご飯を含む全ての料理を一度に出すと、全体のボリュームと品数が一目瞭

然となり歓迎される。 

・日本では料金に比例して食器が良くなるが、台湾の人には意味がなく、食事の品数を増やす必要があ

る。 

・台湾の人はそばやうどんに日本情緒を感じる。 

・鍋料理は温かい食事を好む台湾の人の食習慣に合致している上、刺身を食べない台湾の人が刺身を鍋

に入れて食べることが出来るので歓迎される。 

・日本では豚肉より牛肉の方が高級感を持たれるが、台湾には牛肉を食べない人がいるため、豚肉の方

が無難である。但し、夕食に豚カツは安っぽい印象を与える(台湾の大衆食「排骨飯」は日本のカツ丼

に似ている)。 

・台湾には「素食家」と呼ばれる人達がいる。程度に差があり、極端な場合だと肉魚卵はもちろん、タ

マネギやネギといった根菜も食べない。さらに、旧暦の 1 日と 15 日に素食家同様の食事をとる人が

いる。台湾のツアー25～30 人のなかにはたいてい「素食家」がいる。事実、台北市内で「素食」の

看板を掲げているレストランをしばしば見かける。 
資料）国際観光振興機構「訪日外国人旅行者の受入れに必要なノウハウ」より抜粋 

 
また、食生活については、国内有識者間で、わが国と異なるという見方と、わが国と類

似性が高いという見方と両方が混在している。 
台湾現地での聞き取り結果からは、外食・中食が中心であること、わが国と同様に洋風

化した食生活が若者を中心に見られることなどがみてとれる。 
 
【ヒアリング結果より】 

・台湾料理はご飯、炒め物が中心ではないか。 

・屋台文化が根付いているところでは外食率も高いのではないだろうか。 

・最近は日本食ブームで刺身やお寿司などの生ものも定着してきていると聞いている。 

 台湾ではコメの食べ方が異なるようだ。 
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図表2- 9 台湾における食に対する態度の紹介 
・ほとんどの一般家庭が朝昼晩外食するのが普通で、自宅で料理して食べるのは、専業主婦のいる、裕

福な大家族の家庭などで、台湾産米の６倍近い日本のコメを買って食べる層は、かなりのお金持ちク

ラスしか存在しないのではないだろうか。 

・一般に中国文化圏、特に南方では朝食に粥を食べるところが多い。台湾も粥を常食とする。ご飯にサ

ツマイモが入っただけという粥におかずをいろいろ選んで食べる。たいていの町に「お粥屋」があり、

早朝からにぎわっている。 

・サンドイッチやハンバーガーも近年人気である。学生や若者がサンドイッチをパクついているのがよ

くみかけられる。 

・昔は一時帰宅して家庭で昼食をとるのが普通だったが、現在は休み時間は限られ、この習慣は小学生

か地方でしか見られなくなった。学生やサラリーマンは弁当を買うか、自助餐と呼ばれるバイキング

形式のレストランで食べることが多い。 

・夕食は近所の食堂や屋台でとる人が多い。週末などは、家族でちょっと高級な料理屋に行くケースも

稀ではない。 

・台湾の食文化には屋台、多元化（外国食文化に対する受容性は高い）、流行食品（マスコミの宣伝や

特定要素の影響で、特定食品が流行することがしばしばある）の３大特色がある。 

・ファストフード、屋台、コンビニがいたるところにあり、24時間困らない。そういう意味では中食天

国とも言える。自助餐というバイキング形式の惣菜屋でもテイクアウトができるので、弁当もよく利

用（便當という単語がある）される。マクドナルドやスターバックスなども多く実際は日本とあまり

かわらない面も持っている。値段はなんでも安く、平均物価は日本と大差ないものの、交通費と外食

費は比較にならないほど安い。 

・従来の伝統的食生活は家庭で一緒にするスタイルだったが、社会的変化の影響で、特に都市部では、

外食中心の食生活になっている場合も少なくない。 

・歴史的経緯から、日本料理はかなり台湾で親しまれている。 

・台湾では、日本と同様短粒種文化で、ご飯を主食として食べることが多い。炊飯器は日本製も多いよ

うだが、「日本のものとはちょっと違う、昔のお釜のような炊飯器」を使っているケースもあるよう

だ。 

・台湾でも無洗米が販売されており、無洗米専用の炊飯器もあるというが、一般への普及状況について

は疑問が残る。 

・「食べ方」「短粒種米」などに対する抵抗感は無い。 

資料）全国農業協同組合中央会「四か国における平成 17年度「日本産米」販売活動及び今後の方向性」
（平成 18年３月）、全国農業協同組合中央会「アジア諸国における日本産米受容性調査報告」（平
成 17年３月）より抜粋 
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（３）日本に対する態度 

台湾では、わが国に対する好感度が全般的に高いとされる。 

図表2- 10 台湾における日本に対する一般的なイメージ 
・台湾における日本に対するイメージは極めて良好で、「秩序」、「正確」、「親切」、「洗練」、「仕

事熱心」等の言葉で表されます。 

・台湾の人々は「参考にする価値のある国」として日本を見ています。 

・台湾の百貨店やテレビＣＭ等でしばしば目にする「日本原装進口（日本で販売されているそのままの

形で輸入しました）」の表示は品質の高さとほぼ同意語となっています。 

資料）国際観光振興機構「訪日外国人旅行者の受入れに必要なノウハウ」より抜粋 

 
これに関連して、台湾のビジネス雑誌「遠見」が行ったアンケート調査がしばしば紹介

されているが、これによると、調査された４つの項目のうち、「尊敬する国」「旅行した

い国」「移住したい国」の３項目で、日本が１位となったとのことである。 

図表2- 11 雑誌「遠見」によるアンケート調査結果 

 １位 ２位 ３位 

尊敬する国 日本（47.5％） アメリカ（40.3％） 中国（15.8％） 

旅行したい国 日本（52.7％） アメリカ（28.2％） 中国（17.2％） 

移住したい国 日本（32.3％） アメリカ（29.1％） カナダ（26.5％） 

留学したい国 アメリカ（49.8％） 日本（31.3％） 英国（26.4％） 
原典）天下遠見出版股份有限公司「遠見雜誌」（2006年 7月号） 
資料）盧千恵「私のなかのよき日本―台湾駐日代表夫人の回想五十年」 

 
日本語学習も盛んで、財団法人交流協会「台湾における日本語教育事情調査報告書 2006 

年度」によれば、台湾における日本語学習者数は 20 万人程度となっているが、この数字
は教育機関が中心であり、大手語学学校等が含まれていないため、実態は報告の数字より

もかなり多いと推測されている。また、若者を中心に日本の現代大衆文化等に関心を有す

る「哈日族
ハーリーズゥ

」と呼ばれる人々がいることも、しばしば報道されてきた。 
このように、台湾では「日本産」に対する信頼が大きく、他の国・地域における以上に

大きな効果があると想定される。 
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３． 商品 

台湾は、WTOに加盟し、これまでの輸入制限措置を見直した 2002年以降、輸入米が増
加しており、台湾関税総局によれば 2006年には 109千ｔを輸入している。わが国からの
輸入も年々増加しており、2006年には 471ｔに到達した。ここから計算される 2006年時
点での台湾全輸入米に占める日本産米比率は 0.4％程度である。 
また、数量と金額に基づいて単価を算出すると、日本産米は 3.27USD／kg（＝376.05

円／kg）であり、他の国からの輸入米単価に比べて７倍程度となっている。このように、
非常に高い単価でありながら輸入量が増加していることから、市場から一定の評価を受け

ていると考えられる。 
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図表2- 12 日本からの輸出量 

 

 

 

 

 

 

 

注釈）平成 19（2007）年は７月までの数値である。 
資料）財務省「貿易統計」より作成 

図表2- 13 台湾におけるコメの輸入量 
2004年 2005年 2006年 

 
数量 

（ｔ） 

金額 

(千 USD)

数量 

（ｔ） 

金額 

(千 USD)

数量 

（ｔ） 

金額 

(千 USD) 

単価 

(USD/kg)

アメリカ 93,953 31,397 23,299 8,704 58,240 27,731 0.48

タイ 33,567 11,810 41,370 14,240 42,407 16,636 0.39

エジプト 24,921 8,634 330 117 4,501 1,591 0.35

オーストラリア 17,354 7,945 223 86 2,631 1,409 0.54

日本 207 780 369 1,313 471 1,542 3.27

その他 1,784 572 1,269 457 567 273 0.48

合計 171,786 61,138 66,860 24,917 108,817 49,182 0.45

原典）台湾関税総局 
資料）日本貿易振興機構「アグロトレードハンドブック 2007」より作成 

 
ただし、実際の小売店頭での販売価格を調査した財団法人国際金融情報センター「各国

の物価水準」によれば、コメ１kg の価格で日本（東京）は 600 円であるところ、台湾は
42台湾元（＝147円）であり、台湾でのコメの一般的な価格は日本の４分の１程度である。 
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また、日本にも輸出されている台湾産最高級米の一つとされる花蓮県富里郷産「富麗米」

の販売原価は１kg85台湾元（＝297.5円）とのことだが、聞き取りによればヘルシー元気
米は２kg 420台湾元（＝735円／kg）、新潟県産米は２kg520台湾元（＝910円／kg）で
販売されていることから、日本産米は台湾産米の最高級品種に比べてもかなり高めの価格

設定となっており、購入者層は限定されるものと考えられる。 
 
【ヒアリング結果より】 

・多くの日本産米が出回っているが賞味期限切れのものも多い。 

・日本産米を販売しているが、台湾産の日本品種米と比べても味についてはさして違いは無い。 

・日本産米の本当のおいしさがわかって買っているのかという点については、不明である。 

図表2- 14 台湾における日本産米の評価にかかる紹介 
・日本産米に関しては「台湾のコメより美味しい」という意見であった。ただし、小売価格が台湾産米

の数倍のため、日常的に日本産米を食べることはあまりない。 

・売り上げた日本産米おにぎり 3,000 個の購入者は、ほとんどが台湾人であったが、コメ自体を購入し

ているのは、相変わらず日本人がほとんどであるとのことである。 

資料）全国農業協同組合中央会「四か国における平成 17年度「日本産米」販売活動及び今後の方向性」
（平成 18年３月）より抜粋 

 
全国農業協同組合中央会「アジア諸国における日本産米受容性調査報告」（平成 17 年

３月）で紹介されている、台北国際食品見本市における台湾在住者 595人（半数が食品産
業関連者）に対するアンケートでは、日本産米を食している人は３％であった。品種別の

試食結果では、「北海道ほしのゆめ」が最も評価が高く、次いで「新潟こしひかり」、「山

形はえぬき」となっている。 
日本産米イメージは、ポジティブな面では「おいしい」「高級品」「安全・安心」との

回答が多く、ネガティブな面では「価格が高い」が多く挙げられたが、興味としては「品

質」「高級感」が「食味」「安全・安心」よりも上位となっている。 

図表2- 15 台北国際食品見本市におけるアンケート結果の一部 
 回答 比率  回答 比率 

おいしい 78% 台湾人 44%

価格が高い 56% 日本人 15%

柔らかい 29% 富裕層 41%

普通のかたさ 22% 日本食レストラン 34%

安全・安心 49% 高級中華レストラン 19%

日本産米のイメージ 

高級品 50% スーパーマーケット 16%

北海道ほしのゆめ 33%

販売ターゲット

ホテル 15%

新潟こしひかり 31%試食米の評価 

山形はえぬき 26%

品質 36%

高級感 31%

食味 20%
日本産米への興味 

安全・安心 9%

 

資料）全国農業協同組合中央会「アジア諸国における日本産米受容性調査報告」（平成 17年３月）より
抜粋 
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４． 競合 

日本産米の競合対象としては、以下の３つが考えられる。 
 

（１）台湾産米との競合 

日本と同様にジャポニカ種が主流品種であり、気候的に二期作が可能なので７～10月と 
11～１月に新米を収穫することが可能である。台湾における主要な産地は、彰化県・雲林
県・桃園県・台中県・台東県・花蓮県・南投県・宜蘭県・苗栗県・嘉義県・高雄県・屏東

県・新竹県とされ、台湾 18県のほとんどで稲作が行われている。 
花蓮県「富麗米」のほか、台東県「関山米」「池上米」も日本へ輸出されている最高級

米として知られ、既に述べたような日本に対する評価の高さが、各地の台湾米に対してブ

ランド価値を与えているものと考えられる。なお、花蓮県や台東県は、主要都市の集中す

る台湾島西部ではなく、東部に位置する。一方、台湾行政院農業委員会によれば、2004 年
の 126ｔを皮切りに台湾産米の日本向け輸出を再開している。最初に輸出された「富麗米」
は花蓮県富里郷産で、コシヒカリなど日本品種米と台湾の蓬莱米などを掛け合わせて品種

改良した最高級米で、これを含め、日本の検査に合格する水準の良質米が二桁は存在する

とのことである。ただし、輸出価格は「富麗米」で 22台湾元（＝77円）とのことで、観
光産業の振興などのための広告塔として位置づけられている面も強い。 
このように、台湾内においては、日本産米に近い品種のコメを生産しており、またその

価格は最高級米でも日本産米よりは圧倒的に安価である。そのため、台湾産米との競合は

価格の面からは困難である。 
 
【ヒアリング結果より】 

・台湾産米と日本産米の価格差は３倍弱程度である。 

 

図表2- 16 台湾産米との競合にかかる紹介 
・お手頃価格の台湾産米も多く出回っているため、高価格の日本産米のターゲットは、現状ではハイエ

ンド（一部ハイクラス）や在留邦人に概ね限定されているようだ。 

資料）全国農業協同組合中央会「アジア諸国における日本産米受容性調査報告」（平成 17年３月）より
抜粋 

 

（２）他国輸入米との競合 

台湾におけるコメの生産量は減少を続けており、近年では輸入によってそれをまかなっ

ているが、輸入先はアメリカとタイに集中している。タイ産米は長粒種米と想定され直接

的な競合ではないが、アメリカ産米については短中粒種米も輸入されていると考えられる。 
図表 2- 13によると、その価格は輸入段階で７倍差、１kgにつき 300円差であり、販売

時点である程度差が縮まったとしても、台湾産米と同様に価格の面からは競合が困難と考

えられる。 
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（３）国内産地同士での競合 

台湾産米およびアメリカ産米等との現在の価格差を前提とするならば、台湾における市

場拡大は難しいと考えられる。そのため、既存市場においては、日本産米は非常に限定的

な位置づけを維持していくことになる。一方で、日本国内各地での輸出への取り組みにお

いては、まず台湾が検討される傾向にあることから、結果として日本産米同士で限られた

市場を奪い合うことにならざるを得ない状況となっている。 
その一例として、西いわみ農業協同組合営農部長であった御手洗剛氏は、農林漁業金融

公庫「公庫月報」平成 18年 11月号において、同年 8月に訪台したときの状況を「台北市
の百貨店・スーパーで販売されている日本産米の状況を調査した。その結果、実に７県か

ら 16 銘柄が店頭に並んでいる状況で、さながら、台湾における日本品種米の産地間競争
の実態を垣間見たようだった。価格は安いものでは 2キログラム 350元（日本円 1,260円）
から、高いものでは 720元（日本円 2,600円）まで、さまざまである。」と述べている。 
 
【ヒアリング結果より】 

・日系高級百貨店に来るような人々なので、購入者は台湾の富裕層だと考えている。 

・かつて在留邦人をねらってみた経験からは、日本人は現地の生活と価格水準に慣れてしまって、高級

な日本産米は食べないようだ。したがって、在留邦人が主力で買っているとは考えにくい。 

・日本産米の購入層が、富裕層に限定されている一方で、各県が台湾向けの輸出に取り組みはじめたた

めに市場が飽和状態となり、相当量の流通在庫が発生している。自地域のコメに限っても、複数の業

者が輸出に取り組んでいる状況で、台湾向け輸出量については拡大だけでなく、維持も厳しい状況と

なっている。 

・県ＪＡグループ独自の取り組みとして、ＪＡライスの販売ルートでの取扱があるが、県産米同士での

競合となっているとして、全中より一体販売を提案されている。 

・台湾に輸出しているコメは、国内では 2,000 円／５kg 程度で販売しているものと同じである。現地

販売価格がＪＡライスと同程度になるよう輸出業者渡価格を設定したが、実際は百貨店の判断で高め

の価格で販売されている。 

 

図表2- 17 日本産米同士での競合にかかる紹介 
・日本から単協・県経済連・卸業者などが市場視察を兼ね、日本産米の売り込みに多数訪れている。し

たがって、全中・全農が輸出体制を調整しないと日本産米同士の価格競争激化するおそれがある、と

の懸念が販売店担当者から表明された。 

資料）全国農業協同組合中央会「アジア諸国における日本産米受容性調査報告」（平成 17年３月）より
抜粋 
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５． 流通・広報 

（１）流通 

台湾においては日系百貨店が主要な販売チャネルであり、大葉高島屋、太平洋ＳＯＧＯ、

新光三越などが聞き取りにおいても挙げられた。また、日本色の強いショッピングモール

である微風市場でも「ヘルシー元氣米」をはじめとする日本産米を扱っている。シティス

ーパーも台北に２店舗を展開している。 

図表2- 18 台湾における主要な販売チャネル 

台北 

大葉高島屋 台北市天母忠誠路 

太平洋ＳＯＧＯ百貨 ＆ 敦化新館 台北市忠孝東路 ＆ 敦化南路 

新光三越百貨 南西店 台北市南京西路 

新光三越百貨 駅前店 台北市忠孝西路 

新光三越百貨 信義店 台北市松壽路 

新光三越百貨 天母店 台北市天母東路 

微風広場 台北市復興南路 

シティスーパー 台北復興店 台北市忠孝東路 

シティスーパー 遠企店 台北市敦化南路 

高雄 

大立伊勢丹百貨 高雄市五福三路 
資料）聞き取りに基づき作成 
 
【ヒアリング結果より】 

・今後、現地の日本食レストランに日本の食材を卸す卸売業としての機能を拡大させていきたいと考え

ている。しかし、どの企業も価格への意識は大変高い。 

・日本の百貨店とは規模が異なり、アッパークラスから若者向けまで品揃えも多様で、幅広い層から支

持を得ている。 

・日本産米の流通・貿易形態や輸入の実態、仕入れ経路は把握していない。現地の担当者でなければわ

からないが、商社・卸売業者などを通じて現地調達している可能性が高い。共通の仕入れ窓口がある

とも聞いている。 

・台湾では定温保存は行われていないと思う。県産米の保存期限については９か月としている。 

・台湾は非常に親日的ではあるが、問屋制度が根強く残っており排他的な側面がある。 

・台北の小売店では、一般に棚ごとに卸業者が仕入れるといった形式が取られており、小売店が消費者

に対し良いものを揃えて差別化を図るという考え方はない。なによりコストが重要視されるため、何

らかの対応が必要である。そうしたこともあり、台湾店舗については現在あまり上手く市場に入り込

めていない。 

 
一方で、日本食レストランはコスト意識が高く、台湾産コシヒカリなどを使用している

ことが多くなっている。日本食レストランに対する聞き取り結果からは、台湾産米と同程

度の価格帯でないと使用は考えられないとする意見が多く、そもそも２倍以内でないと検
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討の余地がないとする回答がみられる。 
このほか、日系百貨店以外でも、台北郊外のカルフールで日本産米が扱われていた事例

が報告されている。 

図表2- 19 日本産米の流通にかかる紹介 
・台北の日本食レストランに関しては、最高級クラスの和食レストランや寿司店でも、日本産米を使用

している店を探すのは難しく（ピンポイントでの４軒に対するリサーチ結果では使用店はゼロ）、台

湾産のコシヒカリなどを使用している店が多い。 

・基本的に日本産米は、日系デパートでしか一般販売されていないとのことであったが、その後の聞き

取り調査の結果、日本人があまり行かないカルフール南港店（台北市郊外）にて、ＪＡライス以外の

日本産米コシヒカリ（２kg 入）が販売されていたとのことである。 

資料）全国農業協同組合中央会「四か国における平成 17年度「日本産米」販売活動及び今後の方向性」
（平成 18年３月）より抜粋 

 

（２）広報・販売促進 

各産地において台北国際食品見本市（Food Taipei）における出展、日系百貨店等で行わ
れる各県物産展への出展が行われている。また、販売店の店頭で試食会を行う例も多い。 
 
【ヒアリング結果より】 

・毎年新米のころ（10月頃）と春節のころ（２月頃）の最低２回は生産者を連れて現地に行き、おにぎ

りを作って売るなど販売促進活動を行っている。現地で試食とくじによる県の特産品などのプレゼン

ト等を行っている。経費は JA側が県単補助を使用し負担している。実際に現地に行くことが重要であ

ると考えている。他の産地は輸出開始当初は現地に日本から出向き販売促進活動を行うが、継続的に

現地に行く産地は少ない。 

・台湾で実施している販売促進は、Food Taipei への参加、物産展（新光三越台北天母店）への参加、

そごうで行っている試食販売の３種類である。 

・Food Taipei への参加費用は輸出協議会が負担しているが、そのほかは生産者の自主的な活動に任さ

れており、各生産者は、頻繁に現地視察を行っているようだ。試食販売の際にアンケート調査を実施

するなどの、独自の市場調査は行っていない。 

 
また、販売側の企画によって物産展や試食会が行われることもあるほか、日本食の普及

によって食材の売れ行きも向上するという考えから、料理教室の開催やフリーペーパーの

発行なども行われている。 
 
【ヒアリング結果より】 

・店舗内にクッキングスタジオを設け、専門の料理人を配置し、その日の食材とレシピをセットで販売

している。その他フリーペーパーで和食を中心として常時100種類ほどの調理レシピを紹介している。

・価格情報よりも商品情報を重視し、生産者の情報等を掲載したフリーペーパーを発行している。 
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II. 中国における市場動向 

１． 対象地域 

（１）消費者分布 

ヒアリング結果より、中国における日本産米の消費者として、大きく、中国人高所得者、

在留日本人が考えられる。そこで、まず、対象地域を絞り込むために、上記の２タイプに

ついて、地域別の分布状況を整理する。 
 

① 中国人高所得者 

中国では都市部と農村部の経済格差が大きく、１人あたりの年間収入で比較すると、都

市部は農村部の３倍強である。都市部の収入は最近５年間で 1.5 倍となっており、急激な
増加傾向にある。 

図表2- 20 都市部と農村部の収入およびエンゲル指数の比較  
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資料）農林水産省「食料需給動向総合検討会資料」より作成 

図表2- 21 都市部と農村部の人口推移 
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資料）中華人民共和国国家統計局「中国統計年鑑 2006」より作成 
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地域別に、１人あたりのＧＤＰをみると、上海市が最も高く 5.7万元3（約 91万円）で
ある。次いで、北京が 5.0万元（約 80万円）、天津が 4.1万元（約 65万円）となってい
る。中国を大きく４地域に分けると、東部地域が上位を独占しており、高所得層が集積し

ていることが伺える。 

図表2- 22 中国における地域別1人当たりGDP（2006年） 
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備考）◇は東部、●は中部、◆は西部、■は東北部。 
資料）経済産業省「通商白書 2007」（出所：中国国家統計局「中国統計摘要 2007」「中国統計年鑑 2006」）

をもとに作成 

                                                  
3 １元＝16円換算（以下共通） 
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地域別に特に都市部の年間消費性支出をみると、上海市、北京市、浙江省（省都：杭州

市）、広東省（省都：広州市）が１万元以上となっており、消費支出の多い地域として、

この４地域があげられる。 

図表2- 23 地区別にみた都市家庭の１人あたりの年間平均消費性支出（2005年） 
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資料）中華人民共和国国家統計局「中国統計年鑑 2006」より作成 
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都市住民の可処分所得が高い上位 20 都市をみると、広東省の都市が上位に多くランク
インしている。 
東莞市（広東省）は香港北部 100km に位置し、台湾や香港の企業進出が目立ち、パソ

コン生産の拠点である。 
深セン市（広東省）は香港に接し、経済特区に指定され、現在は金融・物流業、ハイテ

ク産業の集積が進んでいる。 
温州市（浙江省）は経済技術開発区に指定され、軽工業が発達している。 

図表2- 24 都市住民１人あたりの可処分所得の高い上位20都市 （2005年） 
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資料）㈱アジア産業研究所「中国経済・産業データハンドブック’06年版」より作成 

 
また、ヒアリングでは、輸出第一弾が販売された北京、上海のほか、高所得層が多く、

景気の安定している広州や深センが、需要が見込める市場としてあげられている。 
 
【ヒアリング結果より】 

・経済成長が著しい深センは、高所得で景気も良いため、市場として可能性がある。 

・都市部では、上海、北京の他に、広州や深センも需要があるとみている。 
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② 在留日本人 

中国における在留日本人数（香港除く）は 98,031 人である。都市別にみると、上海市
が圧倒的に多く、約 44,000人が居住している。次いで、首都の北京市が約 12,000人であ
る。 

図表2- 25 都市別にみた中国における在留日本人数  
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備考）平成 18年 10月１日現在 
資料）外務省「海外在留法人数統計（平成 19年版）」をもとに作成 

 
 

（２）対象地域 

このような結果から、北京、上海、沿岸部で上海の南部の浙江省、広州、深センを中心

とした広東省等が有望な市場と考えられる。 
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２． 市場 

（１）コメの消費量 

中国における１人あたりのコメ消費量は増加傾向にあったが、1980 年代に 100kg／人
を越えてからはほぼ横ばいで推移してきた。しかし、2001年以降は減少へと転換し、近年
100kg／人を下回り、2007年は 98 kg／人である。 

図表2- 26 １人あたりのコメの消費量の推移  
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資料）United States Department of Agriculture ”PS&D Online October 2007”より作成 

 
中国ではコメの 生産量、消費量ともに一貫して上昇を続けてきたが、近年では伸びが止

まりつつある。自給率も低下傾向にあり、21 世紀に入ってからは 100 を割り込むように
なっている。輸出量は増減を繰り返しているが、輸入量は増加傾向にある。 

図表2- 27 生産量と消費量の推移 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

1
9
6
0

1
9
6
1

1
9
6
2

1
9
6
3

1
9
6
4

1
9
6
5

1
9
6
6

1
9
6
7

1
9
6
8

1
9
6
9

1
9
7
0

1
9
7
1

1
9
7
2

1
9
7
3

1
9
7
4

1
9
7
5

1
9
7
6

1
9
7
7

1
9
7
8

1
9
7
9

1
9
8
0

1
9
8
1

1
9
8
2

1
9
8
3

1
9
8
4

1
9
8
5

1
9
8
6

1
9
8
7

1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

Production (1000ton) TOTAL Consumption (1000ton)

（千ｔ）

 
資料）United States Department of Agriculture ”PS&D Online October 2007”より作成 
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図表2- 28 自給率の推移 
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資料）United States Department of Agriculture ”PS&D Online October 2007”より作成 

図表2- 29 輸出量と輸入量の推移 
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資料）United States Department of Agriculture ”PS&D Online October 2007”より作成 
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（２）対象地域の人口 

都市住民の１人あたりの可処分所得が高い上位 20 都市について、非農業人口の分布を
みると、上海市が最も多く 1,149万人、次いで、北京市が 880万人、天津市が 562万人、
広州市（広東省）が 517万人と多くなっている。 
これらの可処分所得の大きい上位 20 都市における非農業人口は、合計すると約 6,100

万人である。 

図表2- 30 都市住民１人あたりの可処分所得の高い上位20都市の人口 （2005年） 
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資料）㈱アジア産業研究所「中国経済・産業データハンドブック’06年版」より作成 
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３． 消費者 

（１）富裕層の概況 

富裕層の明確な定義はみられない。 
仮に、中国の都市家庭を収入別に７層に分けた下記調査結果をみると、高収入になるほ

ど、世帯人員は少なく、共働きの比率が高まっている。 
上位 10％に相当する高収入層の１人あたりの平均年間収入は 31,238元（約 50万円）、

平均可処分所得が 28,773元（約 46万円）、平均消費支出が 19,154元（約 31万円）とな
っている。このうち、食品に支出する割合は 28.0％となっており、さらに穀物に支出する
割合は 1.4%である。 

図表2- 31 中国の都市家庭における所得階層別にみた基本状況 
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１戸あたり平
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１戸あたり就

業者比率 
％ 51.01 37.72 45.03 50.00 52.88 55.20 57.46 60.23

１人平均年間

全収入 
元 11,321 3,378 5,202 7,177 9,887 13,597 18,688 31,238

１人平均可処

分所得 
元 10,493 3,135 4,885 6,711 9,190 12,603 17,203 28,773

１人平均消費

支出 
元 7,943 3,111 4,295 5,574 7,308 9,411 12,103 19,154

資料）中華人民共和国国家統計局「中国統計年鑑 2006」より作成 
 
【ヒアリング結果より】 

・消費向けも贈答向けもターゲットとなる層はハイクラス層である。 

・中国の富裕層は都市部に居住するビジネスマンで、共働きも多く、外食率も高いと見込まれる。外資

系ビジネスマンは夜も遅い。このクラスは、日本の高級寿司店も利用したことがある人が考えられる。

 

 2-37



（２）中国人の食生活 

a) 食習慣・食文化 

中国人の伝統的な食習慣は地域によって異なるが、元来、北部では粟やヒエ等のお粥、

饅頭（具なし）、南部ではお湯かけご飯、餅団子入り粥、飲茶等が食され、主食は多様で

ある。また、おかず中心の食生活と言われ、コメや饅頭等は口直しに食される傾向がある。

近年は特に、コメ、小麦とも消費が減少しており、一方で動物性食品の消費が高まってい

るとされる。 
１日３食のうち昼食が重要視されており、ご飯または麺類とおかずが食される。夕食は

昼食よりも量が少ないとされる。中国では日本に比べて朝食を購入して職場などで食べる

ケースが多く、従来は屋台等で購入されていたとみられるが、近年はコンビニエンススト

アやファーストフード等の人気が高まっている。都市部を中心に食生活は西洋化しつつあ

り、日本と同様に中食需要が拡大している。 
味に対する意識は元来高いが、昨今は健康や安全・安心に対する意識も高まっているた

め、生鮮食品や自然食品の関心が高くなっている。 
また、中国人は、料理は温かいものであり、冷めた料理を食べる食習慣はなかった。し

かし、近年は日本食等の影響もあり、生魚等が食されるようになってきた。 
 
【ヒアリング結果より】 

・都市部に居住するビジネスマンは、共働きも多く、外食割合は高い。 

・オーガニックや安全に対する意識が高まっている。 

・どちらかというと、日本では、ご飯に合わせておかずを食べるが、中国人はおかずの合間にご飯か饅

頭、餃子等を食べる。 

・昼食にかける費用は、一般的に 10元程度である。ローカルスーパーでボリュームの多い弁当が 6～7

元程度で販売されている。食べる量は日本人よりも多く、おおよそ弁当のご飯は日本の 1.5 倍程度の

量である。 

・元来、食事は温かいものであり、冷めた料理は食べない習慣だが、日本食の普及等によりさしみなど

は食べられるようになってきた。 

図表2- 32 日本と中国における「最も重視する食事」の比較 

 
資料）マイボイスコム「日中比較調査（食生活）」（2006年４月実施WEBアンケート調査） 
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図表2- 33 中国における地域で異なる食習慣 
 北方人 南方人 
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で定着しつつある。主食の種類が多様化し、特に都市部では、コメ・小麦の消費量が減少

傾向にある。 

・朝食もオフィスに持ち込み、レンジで温めて食べる人が急増している。背景には、パン・

スナック類、ファーストフード食品など持ち帰り可能な食品の増加がある。昼食も、お味

が良く、保温状態の優れたお弁当やサンドイッチ等が都市部で人気。 

・調理時間は短縮傾向にあり、調理済みの主食やインスタント食品、惣菜食品など中食が増

加傾向。 

・味への追求も都市部では高まり、物流環境の向上などもあり、生鮮食品・自然食品に対す

る関心は高まっている。 

都市部を

中心とし

た近年の

傾向 

・都市部では屋台は減少傾向。衛生環境の良

いファーストフード店が増加。 

・コメ中心の食生活に変化しつつある。 

・朝食は小麦中心に変化しつつある。 

資料）農林水産省「食料需給動向総合検討会資料」より作成 

図表2- 34 中国の食文化 
＊医食同源のコンセプト 

・中国人は全ての食べ物が身体にどのように作用するかを念頭に置いている。 

・一般的に温かい食事が重視され、火を加えない食品を取ることは忌避されており、生野菜の使用や冷

たい料理は少ない。 

・食材の栄養を流出しないよう、例えば野菜を炒める際には高温でできるだけ短時間に料理する調理法

が取り入れられている。炒め方は調理技法や時間によって 10種類近くある。 

＊囲んで食事する文化 

・丸テーブルを囲んで、大皿から料理を取り分けて皆で食べるスタイルが一般的であり、家庭内に限ら

ず、フォーマルな会食の場になるほど、その傾向は強まる。 

・しゃべりながら食事をする、にぎやかな場面を好む傾向が強い。 

・外食には、ホストとゲストが明確に区別され、ホストが全額負担が一般的である。ただし、近年は若

い層では必ずしも伝統的な習慣は重視されず、個々に食べて個々に支払う「個食」が増加傾向。 

＊日常の１日３食 

・中国では昼食がメインとなる。主に、白飯または麺類とおかずを食べる。夕食も同様だが、昼食より

も量が少ない。 

・地域によって多少異なるが、北京、上海、広州の都市部では、朝食は屋台で食べる事が多く、屋台は

５元（約 75 円）で食べきれないほど食べることができる。近年は、スーパーやコンビニが増え、こ

れらで朝食が購入されるようになってきた。朝食の西洋化だけでなく、「手軽さ」や「日持ちの良さ」

を優先する消費者が増えてきている。 

資料）農林水産省「我が国の外食産業の海外展開支援マニュアル」より抜粋 
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図表2- 35 日本と中国における「食事の際に留意している点」の比較 

 
資料）マイボイスコム「日中比較調査（食生活）」（2006年４月実施WEBアンケート調査） 

図表2- 36 日本と中国における「朝食の準備と食べる場所」の比較 

 
資料）マイボイスコム「日中比較調査（食生活）」（2006年４月実施WEBアンケート調査） 
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b) 日本食の普及 

日本食は上海等の沿岸部や華南地域を中心に人気が高い。また、従来冷たい料理は食さ

ない習慣から、生魚は敬遠されていたが、最近は刺身や寿司も食されている。 
 
【ヒアリング結果より】 

・華南地域には日本食レストランも多く、寿司やさしみ等の日本食が浸透しつつある。しかし、北京な

ど華北地域では日本食レストランが少なく、物流事情が悪いことから新鮮な食材を用いることができ

ず、日本食がおいしいという認識があまりない。日本食の食材もあまり販売されておらず、日本食が

普及しているとはいえない。 

・ある外国料理のアンケート結果では、沿岸部では日本食が一番人気だったが、内陸部では西洋料理（フ

ランス料理あるいはイタリア料理）や韓国料理の方が日本料理よりも人気があった。 

・富裕層のビジネスマンは、日本の高級寿司店などにも行ったことがあるような人が想定される。 

・SUSHI は世界の共通語となり、魚との食べ合わせによるコメの需要は高まっていると思う。寿司以外

のコメの食べ方に対する意識も高まっている。 

 

（３）贈答文化 

中国では、中秋節や春節（旧正月）のイベント時には贈答品が贈られるが、それ以外に

も、戸籍移動や就職などの際に親戚やお世話になった方々に日常的に贈答する文化がある。

価格は非常に重視され、高価格が志向される傾向にある。しかし、近年は贈答市場も変化

しており、品目の多様化や帰省の減少等による贈答機会の減少なども指摘されている。 
 
【ヒアリング結果より】 

・中秋節にお世話になっている人に月餅を送る習慣がある。また、旧正月には、中国人は故郷に帰省す

るが、その際には手土産を持参する習慣がある。 

・中国の贈答品は中元や歳暮とは異なり、パーソナルギフト、プレゼントに近い位置づけではないか。 

・一人っ子政策等の影響で、学校の先生への贈答需要などが見込まれる。 

・贈答品は価格をつけたまま渡す習慣もあり、値段が高いものが好まれる傾向にある。 

・ビジネス環境の変化等もあり、贈答需要は変化している。贈る品目も変化している。また、レジャー

志向も変化しており、手土産としての贈答需要を作り出していた帰省も減少傾向にある。 
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４． 商品 

中国市場での販売は、７月に第一弾が実施されたところである。日本産米の需要につい

ては、現地関係者によれば、販売全体の約 65％は贈答品として扱われ、そのうち 70％が
法人関係の需要とみられている。 

 

（１）消費対象としての評価 

第一弾の日本産米の販売では、実際に食した消費者による評価の実態はまだ見えていな

い。ただし、中国人の安全・安心に対する意識が高まる中で、日系小売店等で販売されて

いる日本産農産物に対する信頼は厚いと指摘されている。 
 
【ヒアリング結果より】 

・中国産の日本品種米に比べて 10倍程度の価格差があり、高い。 

・日本は規制が厳しく、機械は精密、食品は安全・安心という意識が強い。このため、日本産農産物に

対して、安心・安全面での信頼は厚い。 

・日本産米の強みは、日本文化や日本ブランドの高級感である。 

 

（２）贈答品としての評価 

贈答品として最も需要のある価格帯にあり、イベントや広報活動を通じた話題性や希少

性が評価されて、購買につながったのではないかと指摘されている。 
 
【ヒアリング結果より】 

・販売全体の約 65％は贈答品として扱われ、そのうち 70％が法人関係の需要とみられている。 

・一般的には高いといわれているが、贈答品としてはかなり安いジャンルに入り、そこが支持されたと

いう見解である。従って、価格は高いが非常に珍しいということで結果的にかなり需要があった。 

・中秋節の贈答品として、月餅の一般的な価格帯が 200元であり、日本産米の販売価格が合致した。 

・値札を付けたまま商品を渡すという中国の風習があり、日本産米の価格の高さが強みになった。 

・「珍しい」「高価」「話題性」の３つの要素がそろったことで、贈答品として売れたのではないか。 

・「コメ」だから売れたわけではなく、一般的な商品に比べて「高価」な部分が支持されている。 
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５． 競合 

日本産米の競合対象としては、中国産米が考えられる。 
 

（１）中国産米との競合 

中国では、青海省を除く全ての地域で水稲が生産されている。湖南省や江西省などの華

南地域と、黒竜江省などの東北地域が主な生産地である。 
中国では長粒種と短粒種の両方が生産可能であり、短粒種は主に黒龍江省、遼寧省、吉

林省などの東北地域で生産されている。これら３省でのコメの生産量は2,872万トン（2005
年）であり、中国全体の生産量の約１割を占める。東北地域は一期作となっており、平均

的なスケジュールは、播種は５月中旬、刈り取りが７月下旬～８月上旬とされる。 

図表2- 37 コメの中国国内におけるマーケット事情  
産

品

特

性 

・コメの主要な品質指標（平均値）：整精米率 51.8%、白色率 44%、白度 8.3%、粘度 46.5、澱

粉含有量 24.8%。肉眼でみたとき、コメの色が白く、米粒の大きさが揃い、虫がついていない。

・各地の気候環境及び栽培方式により、中国は華南二期作区、華中二期作区、西南高原一二期作区、

華北一期作区、東北早熟一期作区、西北乾燥区一期作区等の 6つの稲作地域に分けられる。 

・中国では、青海省で水稲を栽培しない以外、他の各省すべてで栽培している、主に南方 14 省市及

び東北地区に集中している。 

収

穫

期 

播種期 5 月中旬、7 月下旬-8 月上旬に刈取り 

地域により播種期及び刈取期は異なる。早稲の生育期が普通 130 日ぐらい、うるち稲は 165 日ぐ

らい。 

資料）「平成 16年度農林水産物貿易円滑化推進事業貿易情報海外調査報告書」より抜粋 

 
中国におけるコメの生産量は、1997 年以降徐々に減少しており、2003 年には約 16,000 万

トンにまで減少したが、その後やや回復し、2005年は約 18,000万トンである。 

図表2- 38 中国のコメの生産量と耕地面積の推移 
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資料）中華人民共和国国家統計局「中国統計年鑑 2006」より作成 
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中国における主なコメの販売価格は以下の通りである。 
中国産のコメは大きく３層構造となっており、最も低価格で一般的に食べられている中

国産米は 50円/kg程度となっており、量り売り等で販売されている。 
次いで、中国産米の高級種が 80～90円/kg程度でスーパーなどで販売されている。 
そして、中国産日本品種米が 150 円/kg 程度で販売されており、これは現在、中国で市

場を確立しているコメの中で最も高い層となっている。 
日本産米は 1,500円/kg程度となっており、中国産日本品種米と比較して、約 10倍の価

格差が発生している。 
なお、ヒアリングによると、今後中国産米の販売価格は、農業環境の変化などにより、

やや上昇するのではないかと指摘されている。 

図表2- 39 中国における主なコメの販売価格 

品種 
一般 

中国産米 
石船 シャオチャン米 

中国産 

あきたこまち 
日本産米 

販売価格 － 27.9元/5kg 29.9元/5kg 49元/5kg 198元/2kg 
単価： 
円換算 

48~80円/kg 84円/kg 90円/kg 147円/kg 1,463円/kg 

資料）ヒアリング結果より作成 
 
【ヒアリング結果より】 

・長期的な視点に立つと、中国では農業者の減少が想定されており、中国産米の価格は徐々に上昇する

のではないかと考えられる。 
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６． 流通・広報 

（１）飲食店 

日本料理店は、上海、大連、北京、青島、瀋陽、広州等の沿岸部の大都市を中心に多く

分布している。 

図表2- 40 日本食レストランの分布の概観 
＊日本食レストランの分布 

現状では中国への進出は、主に上海、大連、北京、青島、瀋陽、広州などの経済成長が著しい沿海地

域または日本人の馴染み深い東北地域に集中している。 

 

＊上海の地理的特性と日本食レストランの分布状況 

上海のそれぞれ地区の特徴にあわせて日本料理店は進出している。 

・虹橋、古北地区は、日本人が多く居住するエリアである。日本人学校や国際学校、日本語塾などが

集中している。このため、日本食料品、日本料理屋が充実している。 

・静安区・盧湾地区は伊勢丹、久光百貨店など複合商業ビルが立ち並び、高級ブランドショップが集

まるストリートであるため、高級レストランも多い。 

・徐家雁地区は、東京の渋谷のように若者が多く、上海交通大学があるため、学生向けの比較的廉価

な飲食店がひしめいている。 

資料）農林水産省「我が国の外食産業の海外展開支援マニュアル」（2007年３月）より抜粋 

図表2- 41 上海の日本食レストラン 
店名 住所 電話番号 店名 住所 電話番号

風味館 閔行区虹梅路3210号 64069738 神戸亭 長寧区虹橋路2550号上海虹橋国際機場賓館1楼 62688866
火鳥 閔行区呉中路418号4楼 54776161 弘博 長寧区長寿路401号亜新生活広場2楼 62766396
三井　日本料理 閔行区呉中路638号 64051611 客客壱 長寧区長寧路730号 52389598
陶阪屋日式炭火焼肉 閔行区龍茗路1061号 54146728 惶’s日式焼肉 長寧区延安西路2000号虹橋賓館1楼 62753388
味蔵 長寧区仙霞路161号 62730040 玄人 長寧区延安西路2892号 62619970
赤坂 長寧区中山西路767号 62745552 串庵 長寧区古北新区黄金城道818号 62780749
暁 長寧区虹橋路1591号虹橋迎賓館6号楼2楼　 62789008 LUNA 焼肉 長寧区虹橋路197号弘基休閑広場8楼 64477700
秋の港 長寧区虹橋路1450号乙 62787766 LUNA -月の神- 長寧区虹古路228号 62787700
秋吉 長寧区虹橋路816号 64865668 まぐろ一番館 長寧区安龍路545号（仙霞路口） 62429172
天城 長寧区虹梅路2899号1楼 64468150 真澄 長寧区芙蓉江路81号 62412635
彩寿し 長寧区虹橋路1665号 62089905 炭火焼肉道 長寧区姚虹東路503号 62788873
万蔵 長寧区水城路20号和平広場2楼 62951016 味里 長寧区進賢路226号 62532464
バンサンカン 長寧区古北新区黄金城道854号 62081689 三崎 長寧区天山路765号虹橋公寓1楼103室 62288331
紅屋 長寧区延安西路2900号 62628877 長良川 長寧区延安西路2077号 62197205
Carmo 長寧区黄金城道872号1楼 62750889 新浜鉄板焼 長寧区虹橋路2260号 62617669
竹亭 長寧区古北路602号 62342092 虹 長寧区伊梨南路97号2楼 54775627
大根屋 長寧区古北新区黄金城道巴黎花園D6 62783196 にんにん 長寧区虹梅路3338-32号 64659599
大輪 長寧区中山西路765号 62745552 庭 長寧区虹橋路1476号 62088015
風風ラーメン 長寧区水城南路栄華西道19弄10号 62190191 On Dining 長寧区遵義路100号 62371845
福島 長寧区凱旋路1450号 62815809 大阪ぼてぢゅう 長寧区水城南路37号万科広場2楼 62084564
福来亭 長寧区遵義路46号 62598515 大谷 長寧区古北新区水城南路栄華西道19-9 62193377
福井 長寧区仙霞路211号 62332770 蘭 長寧区虹梅路2988号 64015399
富茂登 長寧区農工路77号　桜花度假村A楼 62085151 里莎 長寧区水城路18号和平広場2楼 62091418
やきとり岳龍 長寧区水城南路37号万科広場 62701779 相撲茶屋　龍峰 長寧区虹梅路2988号 64015399
源氏 長寧区興義路48号　新世紀広場1楼 62087910 才谷屋 長寧区仙霞路299号 62197398
源八 長寧区虹許路788号　名都城倶楽部1階 64057122 栄焼肉 長寧区遵義路32号 62416008
博多屋 長寧区華山路1585号華山花苑内 62816179 桜之園 長寧区虹橋路1号港匯広場6楼 64075900
炭火ビストロ華泉 長寧区紅宝石路168号 62957511 三徳屋 長寧区水城路20号和平広場2楼 62085771
花むら 長寧区古北路437号 62744429 里の水 長寧区栄華東路88号
花ごよみ 長寧区古羊路568号 62081927 写楽 長寧区安順路82号 62947182
はなの 長寧区遵義南路5号（太平洋大酒店2F） 62758888 シャロン 長寧区虹橋路2550号（国際機場賓館） 62688866
初花 長寧区虹梅路3911号9号楼 62616179 四季亭 長寧区新華路369弄 62800249
北彩 長寧区虹橋路2222弄王子公寓49号 62627108 新板鉄板焼 長寧区法華鎮路297号1楼 62821424
本家吉徳 長寧区仙霞路700弄14号 62615501 白木屋 長寧区興義路48号　新世紀広場西座1楼 62283133
蛍 長寧区遵義路100号虹橋上海城603室 62372570 小南国日式焼肉 長寧区虹橋路1848号 62421717
78 一番拉麺 長寧区延安西路2201号国際貿易中心1楼 62759333 庄也 長寧区延安西路2000号1号門 62085678
一番ラーメン 長寧区古羊路526号 62788927 SUNDAY SUN 長寧区仙霞路86号万都中心商城8楼 63513985
家京 長寧区長寧路345号 62524671 大陸浪人 長寧区水城路519号 62598679
家康庵 長寧区.山関路122号 62701140 大漁 長寧区虹許路943号 62424605
一休 長寧区武夷路405号2F 62510416 たかぎ 長寧区南京西路2066号 62491977
伊勢湾 長寧区虹橋路1153号 62954852 高田 長寧区.山関路888号 52061979
一閃 長寧区.山関路423号 62596347 竹屋 長寧区栄華東道60弄里昂花園1号101室 62783535
焼肉伊藤苑 長寧区.山関路35号 62090213 居酒屋竹島 長寧区番禺路400号銀星皇冠假日酒店2楼 62801591
伊藤家 長寧区栄華西道19弄6号 62194854 太郎 長寧区古北路443号 62419653
伊藤家（古北店） 長寧区古北新区榮華西道19-6号 62192286 太郎 長寧区西康路99号 62898588
伊豆焼肉 長寧区黄金城道856号巴黎花園1楼 62092185 天手古舞 長寧区虹橋路785号弘基休閑広場内 64075680
上雅鉄板焼 長寧区黄金城道851号 62081819 東瀛街 長寧区虹橋路1号港匯広場1楼101室 64475578
順子 長寧区仙霞路85号 62745613 上林鉄板焼 長寧区延安西路129号華僑大厦1楼 62480899
旬彩亭 長寧区虹許路797号休閑街37号 64659855 梅盛 長寧区遵義路137号 62717017
花月 長寧区水城路20号和平広場1楼 62784287 海の幸（虹橋店） 長寧区延安西路2890号 62625777
加門 長寧区虹橋路2550号上海虹橋国際機場賓館1 62688866 笑 長寧区古羊路538号 62783665
霞 長寧区延安西路2099号楊子江万麗大酒店1楼 62750000 吉辰 長寧区古北路1437号 62968561
勝山 長寧区興義路48号 62788866 吉野家 長寧区水城南路268号家楽福超市内 62950853
川禾 長寧区仙霞路18号 62198676 レストラン夢 長寧区水城南路28号鹿特丹花園A2座 62783711
料亭和 長寧区新華路121号 62800391 柚子 長寧区遵義路62号
桔梗鉄板焼 長寧区虹梅路3338弄6号虹梅休閑街 64659919 次郎（四川路店） 虹口区四川北路2142号 65407832
霧島 長寧区.山関路35号 62700691 次郎（四平路店） 虹口区四平路60号 65080962
霧島 長寧区仙霞路299号遠東国際広場1楼 62350071 順天 虹口区大名路10号上海大厦底層 63246260
吉祥 長寧区.山関路85号 62702046 玉田町 虹口区東体育会路440号 13311809023  
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店名 住所 電話番号 店名 住所
TO 虹口区四川中路220号1楼 63290538 サイゼリヤ 徐匯区天鑰橋路319号
吉野家 虹口区四川北路2002弄17号2楼211室 65404693 三徳屋 徐匯区蒲匯塘路98号日本村内
78 一番拉麺 浦東陸家嘴西路168号 50475178 仙樹 徐匯区武康路378号
伊藤家 浦東浦東花園石橋路178号 58829679 神海亭 徐匯区衡山路4号猟館広場
河久 浦東東方路969号中油日航大酒店31楼 58200247 水車屋 徐匯区肇嘉浜路222号美粤華大酒店1楼
吉祥 浦東楊高南路889号42F 50504888 大漁 徐匯区東平路15号
Kobachi 浦東世紀大道88号金茂大厦56楼 50491234 竹屋 徐匯区陜西南路145号乙
もみじ 浦東東方路900号 68756166 たくみ 徐匯区紹興路21号
日酔 浦東陸家嘴西路168号正大広場6楼 50472803 哲平 徐匯区蒲匯塘路98号日本村内
燦鳥 浦東銀城東路101号匯豊大厦46楼 68412219 陶板屋 徐匯区肇嘉浜路567号
海之幸 浦東花園石橋路206号 58881010 桃江苑 徐匯区桃江路28号丁-4
富士見 浦東浦東大道138号永画華大厦1楼B座 58792826 東京一丁目 徐匯区文定路219号
半山 浦東嵭山東路600号明城花苑1楼 58318551 海之家 徐匯区陝西南路30号馬勒酒店2号楼
一龍 浦東碧雲路1168号 58340830 海之幸 徐匯区陝西南路402号
稲ぎく 浦東富城路33号（浦東香格里拉大酒店） 68828888 魚寿司亭 徐匯区肇嘉浜路1111号1楼1-28単元
松屋 浦東浦電路337号 50581015 耀 徐匯区漕渓北路1200号華亭賓館2F
松葉家 浦東浦東陸家嘴西路168号 50472753 代代木 徐匯区零陵路800号富豪東亜酒店1楼
桜花 浦東臨沂北路200号東桜花苑 58734052 百合 徐匯区蒲匯塘路98号日本村内2楼
蘭 浦東碧雲路777号 50305681 David' sラーメン 静安区南京西路仙楽斯広場3楼H座
隆 浦東東方路898号 58880472 高粋舎 静安区武定西路1189号
八百秀 浦東外高橋保税区東高二路47弄66号 58485020 花筐 静安区南京西路1376号上海商城2楼
吉辰 浦東浦電路330弄80号 58886325 異人館 静安区南京西路1038号伊勢丹4F
柚子 浦東浦東嵭山西路1029号 58355082 伊藤家 静安区南京西路1515号嘉里中心1楼
姫路 黄浦区福州路666号金陵海欣大厦1楼 63917038 仁清 静安区南昌路125号
火鍋坊 黄浦区南京東路592号伊都錦商厦7楼 63229780 次郎 静安区呉江路198号
78 一番拉麺 黄浦区口路309号 63617178 KABUKI 静安区南京西路887号
サイゼリヤ 黄浦区広東路429号天賜公寓1楼 63112249 勘八 静安区延安西路65号貴都大飯店4F
北海ろばた三角山 黄浦区南京東路592号伊都錦ビル7F 63611567 河久 静安区烏魯木斉路505号上海賓館23F
三太郎 黄浦区延安東路222号 63351333 吉祥 静安区南京西路1168号
ととまち 黄浦区福州路666号金陵海欣大厦2楼 63917016 誠 静安区富民路177号
与作 黄浦区南京東路61号上海新黄浦金融大厦 63298407 丸八 静安区南昌路262号
吉野家 黄浦区南京東路479号 63520292 門 静安区華山路370号静安賓館西楼2F
吉禾拉面店 黄浦区福州路70号 63216613 楡樹レストラン 静安区陝西北路407号
炙屋 徐匯区東平路18号 64376867 Q 太郎 静安区富民路158号
アムブロジア 徐匯区汾陽路150号 64313935 利西利 静安区北京西路1790号乙
有馬 徐匯区宛平路189弄1号 64155790 栄居酒屋（ 華山店） 静安区華山路427号2F
旭日屋 徐匯区襄陽南路533号 64317758 桜膳 静安区南京西路555号三五大厦1楼
BIG APPLE 徐匯区復興中路581号 64734901 聖悦酒家 静安区南京西路388号2楼
風風ラーメン 徐匯区陝西南路270号 54031930 四季 静安区南京西路1376号上海商城2F
源氏別館 徐匯区准海中路1414号 64312197 神海 静安区呉江路173号呉江路休閑街2楼
源さん 徐匯区宛平路231号 64733797 新太郎 静安区威海路500号　上海四季酒店2楼
しゃぶしゃぶ御香海 徐匯区准海中路1720号 64717657 大漁 静安区南京西路1038号梅隆鎮広場5楼
高粋舎 徐匯区華亭路85号 54034991 玉房 静安区北京西路691号
箱根 徐匯区准海中路1793号 64337966 鉄平 静安区愚園路1357号
お好み焼き専門店　花子 徐匯区襄陽南路207-3号 64456782 吉蔵 静安区石門二路19号
北海 徐匯区中山北路3667号 52510888 吉田屋 静安区呉江路175号
百人会 徐匯区広元西路88号新鴻基名仕苑1楼 64473337 味源 盧湾区巨鹿路506号
一丁焼肉 徐匯区陜西南路344号 54657900 味彩 盧湾区長楽路161号　新錦江大酒店3楼
伊藤家 徐匯区漕溪北路439号建国賓館3楼 64810177 飛鳥 盧湾区長楽路318号
上雅鉄板焼 徐匯区南丹東路300弄9号 64277457 大吉 盧湾区茂名南路207号
順天 徐匯区天鑰橋路363号 64262672 大和 盧湾区茂名南路136号
順天 徐匯区蒲匯塘路98号日本村内3楼 64863447 銀座かねふくラーメン 盧湾区興業路123弄6号新天地広場南里6号楼1楼-
神田川 徐匯区蒲匯塘路98号日本村2楼 64380928 初穗 盧湾区准海中路99号大上海時代広場6楼
奥林吉祥 徐匯区中山南二路1800号　上海奥林匹克倶楽 64686479 広木屋 盧湾区巨鹿路794号
カフェレストランクロス 徐匯区恭城路78号 64072233 78一番拉麺 盧湾区准海中路168号
松葉屋 徐匯区紅橋路1号港匯広場5楼505 伊藤家（准海店） 盧湾区瑞金二路24号
三駒屋 徐匯区肇嘉浜路883号 64694611 伊藤家 盧湾区准海中路381号中環広場3楼
日本海 徐匯区漕溪北路100号3楼 64686362 五木焼肉館 盧湾区東湖路7号
大江戸 徐匯区斜土路2482号海螺花園 64685177 五木 盧湾区東湖路7号
新藤亭 盧湾区雁蕩路29号502 63840500 叙叙苑焼肉 盧湾区長楽路139号丁
新都里 盧湾区巨鹿路803号 54045252 神田焼肉 盧湾区准海中路776号錦江准海大厦2楼
小南国日式焼肉 盧湾区長楽路161号新錦江大酒店3楼 64721982 河河亭鉄板焼 盧湾区准海中路99号大上海時代広場301-A
春夏秋冬 盧湾区復興中路593号 24028111 和味 盧湾区巨鹿路294号
大漁 盧湾区瑞金一路139号1楼 53828818 清子 盧湾区茂名南路80号
大漁 盧湾区准海中路283号香港広場南楼3楼 63907244 Lanteen 盧湾区雁蕩路1098号
居酒屋　竹村そば 盧湾区長楽路398号 62566005 明治.哩館 盧湾区雁蕩路33号
天狗 盧湾区准海中路2号蘭生大厦4楼 63191629 日酔 盧湾区興業路123弄新天地広場南里2号楼
TOKYO JOE 盧湾区皋蘭路2号甲　復興公園Park97内 53832328 大江戸 盧湾区東湖路30号
海之幸 盧湾区新楽路169号 54030303 旺城観月 盧湾区巨鹿路290号
海之家 盧湾区准海中路1250号 54047770 Pietro 盧湾区准海中路627-641号
海之幸 盧湾区准海中路222号力宝広場地下1楼 53822727 浪漫館横浜 盧湾区准海中路222号
鰻福 盧湾区長楽路344号 62150373 桜木花道 盧湾区長楽路434弄7号
和楽 盧湾区長楽路308号 53833357 三渓園 盧湾区建国西路691号建工錦江大酒店2楼
和膳 盧湾区打浦路8号海華商厦108室 64662041 七福神 盧湾区長楽路434弄7号  
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図表2- 42 北京の日本食レストラン 
No. 店名 業種　 住所
1 日本料理大漁 海鮮料理 海淀区万柳中路１５号１Ｆ
2 日本料理花儿 日本式軽食 朝陽区霄曇路32号（京信大厦東８００ｍ の南側）
3 日本料理扇屋　百合亭 豚カツ、ラーメン 朝陽区亮馬橋路27号
4 千鶴日本料理 海淀区五道口華清嘉園12号02
5 日本料理百万石 鍋、おでん、お好み焼き 朝陽区酒仙橋南路９号水晶公寓１楼
6 松坂屋 朝陽区雅宝路12号
7 一心 海淀区成府路35号（地球村北側）
8 竹若 海鮮料理、寿司 朝陽区建国門外永安里中街２５号　双子座大厦５階
9 千登勢 東直門外大街48号東方銀座モール2階17号
10 福神　（えるびす） ラーメン 西城区金融街金城坊街3号F4
11 梅吉 鉄板焼、懐石料理 朝陽区三里屯北小街1号
12 炭火屋 ラーメン、串焼き 朝陽区建外門外大街16号東方瑞景W-2
13 北京オホーツクビール ビール 朝陽区曙光西里甲5号鳳凰城商業街7号店
14 柚木屋 お弁当 朝陽区建外大街郎家園16号楼地下1階
15 一心　（朝陽区店） 寿司 朝陽区恵新東街11号紫光発展大厦B座3単元
16 駒八　（こまはち） 居酒屋 朝陽区亮馬橋路乙27号
17 刺身割烹　（藏善本店） 朝陽区棗営路29号好運街B3
18 悟空 鍋 朝陽区新源里順源街45号
19 鳥小屋　（Torigoya） お好み焼き、焼き鳥 朝陽区女人街星　路A33
20 丸加家　（まるかや） ラーメン 朝陽区東三環中路39号　建外SOHO13号楼1階1353
21 Shan Zhai 創作日本料理 朝陽区東三環北路16号　隆博広場北楼2階
22 北海道ラーメン ラーメン 朝陽区棗営路29号　好運街商舗A5店2階
23 和食小町 刺身、鍋 朝陽区麦子店西街3号女人街新恒基国際大厦1階
24 居酒屋　藏善 居酒屋 朝陽区新源西里中街8号2階
25 瓦屋　（現代城店） ラーメン 朝陽区建国路88号現代城A座2階2503
26 日本料理松子　（京龍店）炉端焼、 朝陽区朝陽北路225号京龍大厦2階
27 食彩亭 朝陽区建国路88号SOHO現代城南側S-0504
28 武之助 お好み焼き 朝陽区亮馬橋路27号
29 うなぎ屋　香鰻坊 うなぎ料理 朝陽区団結湖北五条甲１号小背簍１階
30 日本橋 朝陽区光華路１号嘉里中心商場一?106号
31 ばんり 豚カツ、カレー 海淀区五道口西王庄14号
32 亨伯名家 海鮮鉄板焼、寿司 朝陽区新源南路13号京城大厦斜め向かい
33 味千拉麺 ラーメン 朝陽区建外SOHO A座1階
34 聯聯 創作日本料理 東城区新中街乙12号紫銘大厦1階
35 松子 鍋 朝陽区東三環白家庄乙22号
36 木本祇園 寿司、焼き物、串 朝陽区亮馬橋路40号21世紀飯店1階
37 霊泉 手打ちそば、魚料理 朝陽区三里屯北小街2号1楼
38 江戸川（建国門店） 朝陽区建国門外大街8号中糧広場4階
39 丸加家 ラーメン 朝陽区亮馬橋路乙27号
40 瑞兆 焼き鳥 朝陽区新源西里中街8号  
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現在、中国における日系外食チェーンの客単価をみると、120元（約 1,800円）程度の

ディナーを中心とした展開と、30～40元（450～600円）のランチからディナーを対象と
した展開がみられる。 

図表2- 43 日系外食企業の客単価 
企業 客単価

居酒屋 120 人民元（深セン）尚、香港もほぼ同額で120HK＄
ラーメン 37 人民元（上海）
カレー業者 35 人民元（上海）
居酒屋 30 人民元（上海）

牛丼業者
19.2 人民元（中国大陸平均）
地域別客単価は、22.1 元（上海）、21.0 元（深セン）、19.5
元（北京）、17.8 元（遼寧省）、15～16 元（呼和浩特）  
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（２）小売店 

 販売チェーンとしては大きく百貨店に入っているとスーパーマーケットと、一般のスー

パーマーケットが挙げられる。 
 以下は上海と北京における食料品の主な小売店のリストである。 

1995 年に家楽福（CARREFOUR）が上海に進出して以来、麦徳龍（METRO）や易初
蓮花（Lotus）、WAL★MARTSUPERCENTER等外資系のスーパーが数多く中国に進出
し、現在もその店舗数を増やしつつある。このほかに一般の消費者が食品を購入する場と

して、食品市場が挙げられる。 

図表2- 44 上海における小売店 
  上海 

  店名 場所 

百盛(PARKSON） 淮海路店（淮海中路 918 号）など 2 店舗 

久光（SOGO FRESH MART）  南京西路 1618 号 

上海虹橋友誼商城 遵義南路６号 

百佳超市 上海梅龍鎮広場（梅龍鎮伊勢丹）内 

百
貨
店 

第一八佰伴 浦東新区張楊路 501 号 

家楽福（CARREFOUR） 古北店（水城南路 268 号）など 11 店舗 

麦徳龍（METRO） 浦東路など４店舗 

易初蓮花（Lotus） 保徳店（保徳路 88 号）など 12 店舗  

好又多量販（TrustMart） 上南店（浦東新区斉河路 258 号）など 7 店舗 

WAL★MARTSUPERCENTER  上海南浦大橋店（臨沂北路 252 号）など 3 店舗 

匯金超市 肇嘉浜路 1000 号(匯金百貨 B1) 

城市超市（CityShop） 時代広場店（淮海中路 99 号大上海時代広場 B1 楼）など 4 店舗

松坊商場（PinesTheMarketPlace） 虹橋店（剣河路 896 弄 18 号）など 2 店舗 

欧食多有机超市

（OStore(OrganicFoodMarket)） 
遵義路 107 号安泰大厦 

しんせん館 
古北店 （古北新区黄金城道 925-935 号底层中商舗）など 11 店
舗 

世紀聯華・聯華超市  ― 

聯華超市   ― 

華聯超市  ― 

農工商超市  ― 

家得利  ― 

楽購 Hymall  ― 

ス
ー
パ
ー 

家家楽   ― 

資料）エクスプローラー上海（http://www.shanghai.or.jp/）などより作成 
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図表2- 45 北京における小売店 
  北京 

  店名 場所 

友諠商店超級市場 朝陽区三里屯 7号 

北京そごう 玄武門外大街 8号 

賽特購物中心 朝陽区建国門外大街 22 号 

百
貨
店 

太平洋百貨 工体北路甲 2 号盈科中心 

イトーヨーカドー 十里堡店（朝陽区十里堡京港城市大厦）など 5 店舗 

王府井洋華堂 勁松店（朝陽区東三環勁松南路 1号）など 2 店舗 

家楽福（CARREFOUR） 創益佳店（朝陽区北三環東路乙 6号）など 6 店舗 

易初蓮花（Lotus） 朝陽店（朝陽区朝陽路太平庄 176 号）など 6 店舗 

サムズクラブ 石景山区阜石路 158 号 

法宝超市 朝陽区光華路 2号 陽光 100 座地下 1 階 

プライスマート 望京店（朝陽区来広営西路 18 号）など 4 店舗 

美廉美 北太平庄店（海淀区北太平庄葉花園路 13 号）など 3 店舗 

京客隆 購買中心（朝陽区甜水園北里 16 号）など 3 店舗 

華聯超市 広安門店（宣武区広安門大街 180 号）など 2 店舗 

物美超市 本店（海淀区玉泉路玉泉大厦）など 2 店舗 

光明公寓超市 朝陽区亮馬橋路 42 号 

LION MART 朝陽区亮馬橋路 46 号北京盛捷福景苑 1階 

宴家龍頭超市 朝陽区南新園西路 8号龍頭公寓北楼 1階 

ス
ー
パ
ー 

JENNY LOU’S SHOP 麗都暇日飯店前店（朝陽区将台路麗都暇日飯店前）など 3 店舗

資料）エクスプロア北京（http://www.explore.ne.jp/beijing/）などより作成
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III. アメリカにおける市場動向 

１． 対象地域 

（１）消費者分布 

アメリカにおける日本産米の消費者のタイプとして、大きく日系人4、一時的にアメリ

カに滞在している日本人、アメリカ人の富裕層、の三つが考えられる。ここでは戦略立

案のための対象地域を絞り込むために、以上の３つのタイプについて、地域ごとの分布

を確認する。 
 

① 日系人の分布 

2000 年の時点で日系アメリカ人の人口は、全米で 79 万７千人である。地域ごとに
みると西部地域が圧倒的に多く 58万人であり、全体の７割以上を占めている。 

図表2- 46 日系人の分布5

72.8%

7.9%

9.7%

9.6%

西部
（58万人）

中西部
（6万3千人）

南部
（7万7千人）

東北部
（7万6千人）

 
資料）「現代アメリカデータ総覧 2006」（合衆国商務省センサス局編、2007）より作成 

                                                  
4 アメリカに移住し、当該国の永住権あるいは国籍を取得した日本人を指す。 

5 西部：ワシントン、オレゴン、カリフォルニア、モンタナ、アイダホ、ワイオミング、ネバダ、ユタ、コロラド、アリゾナ、ニューメキシコ、

アラスカ、ハワイ 

  中西部：ノースダコタ、サウスダコタ、ネブラスカ、カンザス、ミネソタ、アイオワ、ミズーリ、ウィスコンシン、イリノイ、ミシガン、イ

ンディアナ、オハイオ 

 南部：オクラホマ、テキサス、アーカンソー、ルイジアナ、ケンタッキー、テネシー、ミシシッピ、アラバマ、ウェストバージニア、メリー

ランド、デラウェア、コロンビア特別区、バージニア、ノースカロライナ、サウスカロライナ、ジョージア、フロリダ 

 東北部：ニューヨーク、ペンシルバニア、ニュージャージー、メーン、バーモント、ニューハンプシャー、マサチューセッツ、ロードアイラ

ンド、コティカネット
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② 日系在米企業の分布 

 州ごとの日系企業数を比較すると、全米で約 8万７千社あるうち、42.2％にあたる３万
７千社程度がカリフォルニア州にある。それに次いで、ハワイが 22.8％の約２万社、二ユ
ーヨークが 5.3％の約 4,600社となっている。 

図表2- 47 州ごとの日系企業の数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カリフォルニア
42.2%

ハワイ
22.8%

ニューヨーク
5.3%

ワシントン
3.6%

テキサス
2.5%

イリノイ
2.3%

オレゴン
1.6%

フロリダ
1.5%

ニュージャージー
1.4%

ヴァージニア
1.3% その他

15.5%

全米：86,910社

36,687社

19,850社

4,603社

備考）日系企業：オーナーが日本人である企業 
資料）商務省センサス局HP（http://www.census.gov/prod/ec02/sb0200csasian.pdf）より作成 

 

③ アメリカ人の富裕層の分布 

アメリカの主要大都市地区ごとの個人所得をみると、2003 年時点ではブリッジポート
（コネチカット州）が最も多く、サンフランシスコ（カリフォルニア州）、サンノゼ（カ

リフォルニア州）と続く。東北部とカリフォルニア州の都市に富裕層が多いことが伺える。 

図表2- 48 2003年における主要大都市別の個人所得比較 
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原典）U.S. Bureau of Economic Analysis, Survey of Current Buisiness（2005 年５月号）；
http://bea.doc.gov/bea/regional/reis, 
http://www.bea.doc.gov/bea/newsrelarchive/2005/mpi0405.pdf（2005年 4月 27日リリース） 
資料）「現代アメリカデータ総覧 2006」（合衆国商務省センサス局編、2007）より作成 
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また、全米における純資産 100 万ドル以上の億万長者数を比較しても、60 万人近い億
万長者がカリフォルニア州に住んでいる。ニューヨーク州は全米で４番目となる 30 万人
近くの億万長者が住んでいる。 

図表2- 49 アメリカにおける億万長者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニューヨーク
9%

フロリダ
7%

イリノイ
5%

テキサス
5%

ニュージャージー
5%

マサチューセッツ
3%

オハイオ
3%

ペンシルヴァニア
4%

その他
43%

カリフォルニア
16.3%

572千人

317千人

249千人

185千人

資料）「Personal Wealth 2001」Barry W. Johnson and Brian G. Raubより作成 

 
 

（２）対象地域の絞込み 

 以上を考慮し、以下主な調査対象をカリフォルニア州とニューヨーク州が有望な市場と

考えられる。 
 
【ヒアリング結果より】 

・ロサンゼルスやサンフランシスコについては、日系人をはじめアジア系の人々がある程度居住してお

り、一般向けの販売も安定して見込める。アメリカ西海岸であれば、毎日電話でやりとりができるぎ

りぎりの時差であり、コミュニケーション上もなんとかなる。 

・ ニューヨークについては、世界中のものが集まることもあって、競争が激しい。また、アメリカ東海

岸は、日本との時差が大きく、電話などで直接やりとりをする上での負荷も大きい。電子メール等が

発達したとはいうが、細かなやりとりには不向きである。 
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２． 市場 

（１）コメの消費と生産の動向 

アメリカにおける一人当たりのコメの消費量は、1950年代より 1990年代までおおむね
増加傾向にある。 

図表2- 50 １人あたり消費量（精米換算）の推移 
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資料）United States Department of Agriculture ”PS&D Online August 2007”より作成 

 
アメリカにおいて、コメの生産量と消費量は 1950 年代よりともに増加傾向にあり、生

産は消費を常に大きく上回っている。 

図表2- 51 生産量と消費量の推移 
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資料）United States Department of Agriculture ”PS&D Online August 2007”より作成 
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 コメの輸出量は 1950年代より増加してきたが、1980年代後半より輸入量も増加してき
た。また食糧自給率は、100％を大きく超えているが、1980年ごろより低下傾向にある。 

図表2- 52 輸入量と輸出量の推移 
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資料）United States Department of Agriculture ”PS&D Online August 2007”より作成 

図表2- 53 自給率の推移 
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資料）United States Department of Agriculture ”PS&D Online August 2007”より作成 
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（２）富裕層の動向 

① カリフォルニア州の富裕層  

統計によると、2004 年のカリフォルニア州は人口 3,589 万人で、アメリカの人口の約
12％を占める全米最大の州である。また、ニューヨーク州の人口は約 1,922万人で全米人
口の約 6.5％である。 

図表2- 54 州別の人口比較 

カリフォルニア; 12.9%

ニューヨーク; 7.6%

テキサス; 7.0%

フロリダ; 5.6%

イリノイ; 4.6%

ペンシルベニア; 4.3%

オハイオ; 3.8%

ニュージャージー; 3.7%

その他; 50.5%

全米：293,655千人

35,894千人

17,397千人

12,714千人

10,113千人

 
資料）「現代アメリカデータ総覧 2006」（合衆国商務省センサス局編、2007）より作成 

 
カリフォルニア州の特徴としてアジア系の人口が多いことが挙げられる。彼らの中には

高所得者層も含まれる。これらのアジア系の人々は日本食に対する理解もあることから今

後のターゲットとして見込まれる。 
そうした、カリフォルニアにおける富裕層および日系人を含むアジア系の人々の居住地

について、JETRO は以下のように述べている。 
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図表2- 55 カリフォルニア州における富裕層とアジア系の居住地 

＊富裕層 

富裕層（年収 10 万ドルを超える層）は、La Canada Flintridge、Manhattan Beach、Maribu、

Palos Verdes Estate、San Marino など、ビジネスの中心街であるダウンタウンから東西南北に離れ

た地域に多く住んでいる。開発が行き届いた市内というよりは、丘陵地に大きな庭付きの戸建の家に住

んでいるイメージである。 

＊日系住民 

2000 年のアメリカ国勢調査によると、日系人が 2,000 人以上居住する地域は、トーランス

（Torrance）、ロングビーチ（Long Beach）等の南部地域を中心としている他、リトル・トウキョウ

を有するダウンタウンなどにも居住していることが確認できる。日本人駐在員もトーランス等南部の他、

北部パサディナ（Pasadena）等に多く住んでいる。 

＊韓国系 

ロサンゼルスは韓国系にとって韓国外では最大の人口が集まる都市である。2,000 人以上韓国系が居

住する場所を挙げると、特にサウスベイと呼ばれる南西部地域においてある程度上記の日系の居住地と

似ているという特徴がある。これは、歴史的に韓国系が日系に後を追うように行動している面があるた

めである。 

他方で、日系と違いもあり、ロサンゼルス中心部については日系はダウンタウン内部の東に位置する

リトル・トウキョウが主な居住地であるのに対して、韓国系はダウンタウンの外で西に隣接するコリア

ンタウンに居住しており、コリアンタウンはダウンタウンの直ぐ西からハリウッドまで広がる広大な地

域となっている。また、南東部にも比較的居住していることも特徴である。 

＊中国系 

中国系住民は、アジア系では最も古い歴史をもつこと、人口が多いこともあり、アジア系では数の上

でロサンゼルスにおいても最も大きな存在感をもつ。特徴としては、前述の富裕層と比べると、ベンチ

ュラ郡のある北西部を除いてほぼ重なる。また、特にロサンゼルスの東部地区は大きな中国系の拠点と

なっており 16、韓国系がダウンタウンの西側にコリアンタウンを構えていることと好対照をなす。なお、

2 カ所（SouthPasadena、La Canada Flintridge）を除いて、韓国系の集まる町には中国系も居住し

ている。 

資料）「平成 18年度食品産業国際化可能性調査 日本食品等流通実態調査（米国ＬＡ）」 (2007年 3
月、日本貿易振興機構 産業技術・農水産部)より抜粋 
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３． 消費者 

（１）消費金額 

① アメリカ人の食費について 

 アメリカ人の食費についてみると、2003年の時点で自宅での食事の支出の方が外食によ
る支出よりも 2.3ポイントほど高い。また、2003年と 1990年を比較すると、自宅および
外食ともに金額は増加しているが、ここ数年は微増あるいは横ばいといったところである。

また全消費者家計の年間平均支出に対する割合をみると、自宅と外食およびその合計共に

低下傾向である。 

 図表2- 56 年間平均支出に対する食費の割合 
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（％）

 
1990 1995 1998 1999 2000 2001 2002 2003

食費（ドル） 4,296 4,505 4,810 5,031 5,158 5,321 5,375 5,340

自宅（ドル） 2,485 2,803 2,780 2,915 3,021 3,086 3,099 3,129

外食費（ドル） 1,811 1,702 2,030 2,116 2,137 2,235 2,276 2,211
19,789 23,254 25,915 26,933 27,729 28,876 29,927 30,137

28,381 32,264 35,535 36,995 38,045 39,518 40,677 40,817

その他（ドル）
支出計（ドル）

年

 
原典）U.S. Brueau of Labor Statistics, Consumer Expenditures in 2003 及びそれ以前のレポート；
http://www.bls.gov/news.release/pdf/cesan.pdf 
資料）「現代アメリカデータ総覧 2006」（合衆国商務省センサス局編、2007）より作成 

図表 2- 57 １人当たりの可処分所得（実質額：2000年ドル） 
年 1990 2000 2003 2004

全米（ドル） 21,253 25,471 26,567 27,270

カリフォルニア（ドル） 23,443 26,716 27,928 28,717

ニューヨーク（ドル） 25,073 28,881 29,390 30,367  
資料）「現代アメリカデータ総覧 2006」（合衆国商務省センサス局編、2007）より抜粋 
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② 世帯年齢別の支出について  

次に世帯年齢ごとの全消費者単位の年平均支出を項目ごとにみると、全支出額について

は 45歳～54歳が最も多く、次いで 35歳～44歳、55歳～64歳、25歳～34歳、65歳以
上、25歳未満の順となっている。また、食物の支出についても全支出額と同じ順番となっ
ている。しかし、割合でみると 35歳～44歳が 13.3％と食費にかける割合が最も高く、55
歳～64歳が 12.51％と最も小さい値となっている。 
 また食物の自宅消費について、割合でみると 65歳以上が 8.77％と最も高く、25歳～34
歳が 7.34％と最も低い。外食について割合で見ると年齢が若いほど高く、年齢が高いほど
低いことが分かる。 
 さらに穀物およびパン類の支出を割合でみると65歳以上が1.32％と一番高く、他は１％
前後で年齢ごとの違いはさしてみられない。 
 穀物加工品とパン類を比較すると、これについても 65 歳以上がパン類の割合が高いこ
とを除けば、各年齢層でたいした違いはみられない。 

図表2- 58 世帯年齢別の全消費者単位の年平均支出（上）と世帯年齢ごとの構成（下） 
２５歳未満 25-34歳 35-44歳 45-54歳 55-64歳 65歳以上 全消費者単位

食物（ドル） 3,401 5,318 6,272 6,381 5,530 3,896 5,340

自宅消費（ドル） 1,766 2,976 3,600 3,693 3,315 2,575 3,129

穀類およびバン類（ドル） 256 421 523 509 427 387 442

穀類加工品（ドル） 96 156 183 168 140 120 150

パン類（ドル） 160 265 340 341 287 267 292

その他（ドル） 1,510 2,555 3,077 3,184 2,888 2,188 2,687

外食（ドル） 1,636 2,342 2,672 2,688 2,215 1,321 2,211

その他（ドル） 18,995 35,207 40,903 43,720 38,661 25,471 35,477

支出合計（ドル） 22,396 40,525 47,175 50,101 44,191 29,367 40,817

２５歳未満 25-34歳 35-44歳 45-54歳 55-64歳 65歳以上 全消費者単位
食物（％） 15.19 13.12 13.30 12.74 12.51 13.27 13.08

自宅消費（％） 7.89 7.34 7.63 7.37 7.50 8.77 7.67

穀類およびバン類（％） 1.14 1.04 1.11 1.02 0.97 1.32 1.08

穀類加工品（％） 0.43 0.38 0.39 0.34 0.32 0.41 0.37

パン類（％） 0.71 0.65 0.72 0.68 0.65 0.91 0.72

その他（％） 6.74 6.30 6.52 6.36 6.54 7.45 6.58

外食（％） 7.30 5.78 5.66 5.37 5.01 4.50 5.42

その他（％） 84.81 86.88 86.70 87.26 87.49 86.73 86.92  
原典）http://www.bls.gov/cex/2003/Standard/age/.pdf（2004年 11月 30日リリース） 
資料）「現代アメリカデータ総覧 2006」（合衆国商務省センサス局編、2007）より抜粋 
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（２）食生活 
アメリカの食品小売業者、卸売業者の団体の「Food Market Institute」が毎年実施してい

る調査結果「U.S. Grocery Shopper Trends」6から、関連する項目を列挙する。 

  

① 外食の頻度  

アメリカ人が外食する頻度は平均で週に約1.5回となっており、大多数のアメリカ人は主

に家庭で夕食を摂っている。  

図表2- 59 一週間に外食する頻度 

１回; 25

２回; 19

３回; 9

４回; 4

５回; 3

６回; 1

７回; 1

８回以上; 34

外食しない; 6

 
原典） FMI U.S Grocery Shopper Trends 2006 
資料）「平成 18年度コンサルタント業務 米国の農業と農業政策の現状」 (2007年 3月、日本貿易振
興機構 産業技術・農水産部)より作成 

                                                  
6「Food Market Institute」が 1974 年以来実施している調査。2006 年の調査結果はランダムに選んだ 15 歳以上の消費者約 1000 名から、同年 1

月 18 日から 31 日にかけてインターネットを通じて回収したアンケートに基づくものである。 

 2-59



② 食品の購入先 

過去30日間に食品を購入した店の業態については、90%の消費者が「スーパーマーケッ

ト」を挙げた。次いでウォルマートなどの「スーパーセンター」が38%、コストコなどの

「ウェアハウスクラブ」が23%と続いている。また、高級な食材を扱う「自然食品・有機

食品店」については、8%となっている。  

図表2- 60 過去30日間に食品を購入した店の業態 
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原典） FMI U.S Grocery Shopper Trends 2006 
資料）「平成 18年度コンサルタント業務 米国の農業と農業政策の現状」 (2007年 3月、日本貿易振
興機構 産業技術・農水産部) より作成 
 

③ 食品を購入する際の重要なファクター  

アメリカの消費者がある食品を初めて購入する際、最も重要な点は「価格」である。価

格については、91%の回答者が「いつもチェックする」と回答しており、栄養表示（47%）、

ブランド名（25%）などの項目を大きく上回っている。  

図表2- 61 食品を購入する際のチェック事項  
 いつも 時々 殆ど見ない 決して見ない 

値段  91% 31% 7% 2% 
栄養表示  47% 37% 11% 4% 
ブランド名  25% 59% 13% 3% 
保存料、添加物  25% 41% 26% 9% 
健康への効能の表示  25% 49% 20% 6% 
有機表示  15% 33% 31% 22% 

原典） FMI U.S Grocery Shopper Trends 2006 
資料）「平成 18年度コンサルタント業務 米国の農業と農業政策の現状」 (2007年 3月、日本貿易振
興機構 産業技術・農水産部) より抜粋 

 2-60



④ 健康的な食事に対する関心  

アメリカの消費者は、食品の栄養価について高い関心を有している。口にする食品の栄

養価について「気にしている」と回答した者の割合は「とても気にしている」と「いくら

か気にしている」の合計で 85%に上る。 

図表2- 62食品の栄養価を気にする程度  

とても気にしてい
る; 32

いくぶん気にして
いる; 53

そんなに気にして
いない; 13

全く気にしていな
い; 1

 
原典） FMI U.S Grocery Shopper Trends 2006 
資料）「平成 18年度コンサルタント業務 米国の農業と農業政策の現状」 (2007年 3月、日本貿易振
興機構 産業技術・農水産部) より作成 

 

⑤ アメリカのフードトレンド  

 「The Food Industry Review 2005年版」は、アメリカの今後のフードトレンドについ
て以下のように予想している。 

図表2- 63 アメリカのフードトレンド予測 

＊健康－食品を薬としてとらえる 

ブルーベリーやザクロジュースが抗酸化成分を含むものとして人気を博している。フィト・ケミカル

（野菜・果実に含まれる栄養素以外の化学成分）、オメガ 3脂肪酸などの食品に含まれる機能成分が、

病気の予防効果のために注目されるだろう。例えば、フィラデルフィア・インクワイアラー紙は、ダー

クチョコレートをポリフェノール（赤ワインや緑茶に含まれる抗酸化成分で血栓の形成を防止する効果

があると言われている）とフラボノイド（血液の粘度を低下させ、血圧を下げ、悪玉コレステロールを

下げる作用がある）を多く含む食品として紹介している。 

＊全粒粉（Whole Grain） 

ローカーブダイエットの信望者は少なくなったが、全粒粉は農務省の「フード・ピラミッド」で健康

的な食生活のキーとなる食材として取り上げられたことを受け、消費者の人気を博することになるだろ

う。全粒粉は、シリアルから調理済みのパック食品まで広い範囲で使われるようになるだろう。 

野菜や果物などの「良い炭水化物」もダイエット中の人に再び受け入れられるようになるだろう。 

＊グルメフードのテイクアウト 

ホーム・ミール・リプレイスメント（MHR：家庭に持ち帰ってすぐに暖めて食べられる惣菜）は、冷
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凍品ではなく、フレッシュあるいは冷蔵されたものの人気が高まっている。これは、HMRはより「新鮮

なもの」が受けているということ。これまでの美味しくない HMR ではなく「グルメフード」が消費者

の注目を集めている。スーパーや食材店は既に、暖めて食べるだけという「グルメフード」を例えば、

乳製品売り場の隣などで販売している。このような HMR は、従来のセールスポイントであった「便利

さ」だけでなく、「健康」、「健全」といった点で受けている。 

また、野菜売り場でも、「刻みタマネギ」や「袋詰め洗浄済み野菜」などの手を加えたものが多く売

られるようになるだろう。家庭での料理についての関心は再び高まってきているが、時間に追われてい

る消費者にとって、調理の手間を省いてくれる商品が受け入れら易い。 

＊家族で食べる食事の衰退 

同じ家庭に属する者が、同じ食事を食べるという「ファミリー・ダイエット」は衰退している。個々

人がそれぞれの好みにより異なる食事を摂るという状態が消費者の食品の購買行動に影響を与え、購買

者のショッピングリストは複雑化している。これは、①病気（心臓病や糖尿病など）やアレルギーのた

め家族が個別の食事をとるケース、②病気の予防のために家族が個別の食事をとるケース（癌の予防、

心臓に良い食事、添加物を含まない食品など）、③個々人の信条の違いから別の食事をとるケース（ベ

ジタリアン、環境保護など）がある。 

原典）「The Food Industry Review 2005年版」 
資料）「平成 18 年度食品産業国際化可能性調査 日本産食品の対米輸出拡大策に関する調査」 (2007
年 3月、日本貿易振興機構 産業技術・農水産部) より抜粋 

 

（３）日本食の普及 

① 日本食の普及の経緯7 

1960年代までアメリカにおける日本食は、ロサンゼルスのリトルトーキョーなどで一部

の日系人により営まれる日本料理店があるのみで、非常に珍しいジャンルであった。日本

食が大きく取り上げられるきっかけとなったのが、1977年に提出された通称「マクガハン

レポート」であったと言われている。その中で、たんぱく質（肉）と癌発生率の関係が指

摘され、もっとも理想的な食事として元禄時代以前の日本人の食事が取り上げられた。 

80年代以降はヘルシー志向と相まって寿司を中心とする日本食が徐々に広まり、日本の

バブル期には単身赴任の日本人の増加等もあり、高級酢司店など急激に日本食レストラン

が増加したが、それもバブル崩壊と共に多くは撤退したといわれている。 

しかし、日本食自体の健康、高級といったイメージは多くのアメリカ人の共有されると

ころとなったといえる。実際により安価な寿司がスーパーで販売され、寿司以外の日本食

を提供するレストランも増えており、アメリカ人の食生活の中に日本食が定着しつつある

といえる。しかし、コメ単独でみれば、炭水化物の食材としてしか認識されていないとの

見方もある。 
 
【ヒアリング結果より】 

・アメリカでは、一般に、コメは、炊いた後に半ポンドほどのバターとともに炒める調理方法が中心で

ある。このため、アメリカ人はヘルシーな料理としての日本食に関心はあるが、日本のコメには関心

がなく、コメは太る炭水化物の食材としてしか認識されていない。 

                                                  
7「平成 18 年度コンサルタント業務 米国の農業と農業政策の現状」 (2007 年 3 月、日本貿易振興機構 産業技術・農水産部)を参照とした。 
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② 日本食に対する認識 

ジェトロ・シカゴセンターは 2006 年 5 月 21 日から 23 日にかけてシカゴで開催された

「Restaurant Hotel-Motel Show」に日本食をアピールするための広報ブースを設けた。そこ

を訪れたアメリカ人 100 人（男性 50 人、女性 50 人）に対し、JETRO が行った日本食に対

する聞き取り調査の結果を以下にまとめる。 

 

a) 一番好きな日本食メニューについて （複数回答可） 

 一番好きな日本食メニューとして寿司を挙げたのが、男性で 27 人、女性で 18 人と全体

の半分弱を占めた。そのほかにも照り焼きが男女合わせて８人、鉄板焼きが男女合わせて

９人と、寿司以外のメニューについても認知されつつある。寿司を好むのは男性の方が女

性よりも多い一方、鉄板焼きや味噌汁、チャーハンなどは女性のほうが好むなど、男女差

が出るメニューも見受けられた。 

 

図表2- 64 好きな日本食メニュー 
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資料）「平成 18 年度食品産業国際化可能性調査 日本産食品の対米輸出拡大策に関する調査」 (2007
年 3月、日本貿易振興機構 産業技術・農水産部)より作成 
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b) よく日本食をよく食べる場所（複数回答可）  
 アメリカ人が日本食を食べるのは、圧倒的にレストランが多いことが分かる。また自宅

で食べる人よりもスーパー等でのテイクアウトで食べる人の方が多い。この設問に関して

は、男女差はほとんどみられなかった。 

 

図表2- 65 日本食を良く食べる場所 
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資料）「平成 18 年度食品産業国際化可能性調査 日本産食品の対米輸出拡大策に関する調査」 (2007
年 3月、日本貿易振興機構 産業技術・農水産部) より作成 

 

c) 自宅で作ったことのある日本食のメニュー（複数回答可） 
 アメリカ人が自宅で作ったことがある日本食メニューについては、「作らない」との回

答が男女共に最も多い。作ったことがあるメニューは、寿司と照り焼き・（照り焼きソー

スを使った）炒め物が多い。コメに関連してはフライドライスを挙げたのが１名いた。そ

の他神戸牛などのブランドを挙げるものや豚肉のしょうが焼き、揚げ出し豆腐などの料理

を挙げるものも見受けられた。 
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図表2- 66 自宅で作る日本食メニュー 
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資料）「平成 18 年度食品産業国際化可能性調査 日本産食品の対米輸出拡大策に関する調査」 (2007
年 3月、日本貿易振興機構 産業技術・農水産部) より作成 

 

d) 日本食のセールスポイント（複数回答可）  
 日本食のセールスポイントとして、男女合わせると「ヘルシー」との回答が最も多い。

「フレッシュ」を挙げた人も多く、アメリカ人の食材に対するこだわりの強さが伺える。

また、男性は「フレーバー・ユニークさ・アメリカの食事との違い」を挙げた人が一番多

く、日本食のもつ雰囲気といった感覚的な部分に惹かれているといえる。その他に、「調

理のパフォーマンス」や「料理の盛り付け」など、日本食の味以外の部分に惹かれている

人も多い。 

図表2- 67 日本食のセールスポイント 
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資料）「平成 18 年度食品産業国際化可能性調査 日本産食品の対米輸出拡大策に関する調査」 (2007
年 3月、日本貿易振興機構 産業技術・農水産部) より作成 
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（４）コメの食べ方 

 アメリカでは、炊飯器はほとんど普及しておらず、鍋で炊いた後に、油やバターで炒め

る調理手法が中心と考えられる。 
 

① 短粒種 

炊飯器で炊く：アメリカにおいても通販や日系スーパーなどで炊飯器が販売されている。 
鍋で炊く：炊飯器が無い場合には、鍋で炊く。 

② 長粒種 

パスタのようにゆでる：パスタのように茹でで、パスタやサラダのようにして食べる。そ

の茹で汁を捨てるため、その際に多くの栄養が流れてしまうという欠点がある。 
フライドライス：炊いたり、茹でたりしたご飯を具と一緒に油で炒める。 

③ 中粒種 

短粒種と長流種との中間的なコメとされるため上記のいずれの調理方法でもよい。 
鍋で煮る：リゾットやパエリアなどに合うとされる。蓋をしない、水分を少しずつ入れる

など、短粒種を炊く場合とは多少異なる点がある。 
 
 
【ヒアリング結果より】 

・欧米系の人で自宅に炊飯器があるという例は皆無である。 

・アメリカでは一般に、コメは、炊いた後に半ポンドほどのバターとともに炒める調理方法が中心であ

る。また、お茶碗ではなく、お皿に盛って食べるなど、日本とは食文化が異なる。 

・欧米はコース料理でわかるようにご飯ならご飯、おかずならおかずを食べ続けるが、日本はご飯、お

かず、ご飯、おかずのように、箸が稲妻のように動く「稲妻食べ」である。この食事方法をうまく伝

えられれば、消費を回転させていくことができる。コメだけ食べて健康になるといっても、太るだけ

と認識されるので、コメとおかずを複合的に食べることによって健康になることをうまく伝えられな

いだろうか。 

・アメリカは食材よりも調理方法が重視される国であり、調理しやすい、少しさっぱり目かつ粘りがあ

り、現地産米よりも少し美味しいコメの方が合っている。 
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４． 商品 

 ここでは、ヒアリングや文献等で得られた日本産米およびカリフォルニア米等との比較

に関する事柄について、以下列挙する。 
 
【ヒアリング結果より】 

・酢メシの場合、日本の新米のように水分が多いとベトベトになってしまい、逆にカリフォルニア米の

ように乾燥しているコメのほうが良い。実際アメリカの寿司屋の多くはカリフォルニア米を使用して

いる。 

・カリフォルニア米の方がパッケージが魅力的である。 

・カリフォルニア米やアメリカ産日本品種米の味のレベルも上がってきていることもあり、値段や品質

に対して非常に厳しく、アメリカ人に対し日本産米の値段の高さを合理的に説明する必要がある。 

・アメリカにおける「オーガニック」の認定は OCIA の認定機関による厳密な基準が定められている。

「オーガニック」のほかにも「ナチュラル」として、農薬の使用量が少ない農作物の指定があり、州

ごとのナチュラル認定農作物なども存在する。日本においても農家が使用している農薬は農協が把握

しており、JAライスにしてもトレーサビリティーのシステムが整っているので、日本産米としての基

準を明記し、安全として売り出すことは可能であると考える。 

・GMO（遺伝子組み換え）については、カリフォルニア米もまだ non-GMO であるが、日本産米につ

いても non-GMOを売りにできるのではないか。 

・日本では、栽培レベルは多様にあるが、アメリカに、特別栽培米を持っていっても、オーガニックで

あるのか、そうでないのかにしか関心を示さない。 

図表2- 68 日本産米の評価 
・高級なラスベガスの日本食レストランにおける寿司飯用の需要を狙って、日本の物流ソリューション

会社が日本産米の輸出に取り組むといった事例が出てきており、高級志向、グルメ志向、本物志向の

ニッチ市場に対するアプローチ（要するに一部の超高級日本食レストランに対するアプローチ）であ

れば日本産米の需要拡大の余地はあるものと思われる。 

・アメリカではカリフォルニア州において高品質かつ低価格の単粒種・中粒種米が生産されており、日

本食レストランにおけるコメの需要の殆どがカリフォルニア米で満たされているものとみられる例え

ば「本物の江戸前寿司」を謳い文句としているニューヨークの寿司レストラン（日本人経営）でもカ

リフォルニア米が使われているなど「価格と品質の総合評価」でカリフォルニア米はアメリカの日本

食レストラン業界で非常に良い評判を得ている。 

資料）「平成 18 年度食品産業国際化可能性調査 日本産食品の対米輸出拡大策に関する調査」 (2007
年 3月、日本貿易振興機構 産業技術・農水産部)より抜粋 
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５． 競合 

（１）コメの生産 

 アメリカにおいては年間約 2,200万ポンド（2005年）のコメ（籾殻）が生産されている。
そのうち約 78.5％が長粒種であり、約 20％が中粒種8で、短粒種の生産量はごくわずかで

ある。1992年からの推移をみると、年によって増減はあるものの、おおまかにいって長粒
種の割合が上昇傾向にある一方で、中粒種は低下傾向にある。また短粒種の割合はわずか

ではあるがここ数年で上昇傾向にあり、生産量でみても増加傾向にある。 
  

図表2- 69 アメリカにおけるコメの生産量推移 
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1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999

長粒種 128,015 103,064 133,445 121,730 113,629 124,485 139,328 151,863

中粒種 50,633 51,873 63,390 51,241 56,901 57,091 43,404 50,540

短粒種 1,010 1,173 944 900 1,069 1,416 1,711 3,624

計 179,658 156,110 197,779 173,871 171,599 182,992 184,443 206,027

2000 2001 2002 2003 2004 2005 

128,756 167,555 157,243 149,011 168,901 173,171

59,514 46,105 52,201 48,180 58,689 44,136

2,602 1,610 1,516 2,706 3,228 3,424

190,872 215,270 210,960 199,897 230,818 220,731

(1,000 cwt)  
資料）‘2005 Rice Yearbook’Economic Research Service U.S.Department of Agriculture より作成 

  

                                                  
8 「中粒種」は、イネの品種としてはジャポニカ種（短粒種）に分類されるが、ここでは使用した統計の分類に従い、粒の大きさによる分類として「中粒種」を用いる。 
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このようにアメリカにおいては、インディカ米である長粒種が一般的であるが、ジャポ

ニカ種の日本産米とは値段、食味、調理方法等大きく異なる。よって、ここでは競合する

品目として、日本産米とも比較的近い性質を持つ中粒種および短粒種を取り上げ、分析を

行う。 
 

（２）中粒種の生産 

 アメリカにおける中粒種の生産量を州ごとにみると、2004年時点においてカリフォルニ
ア州が 80.2％を占め、アーカンソー州が 18.4％であり、この２州で 98％以上を占めてい
る。 

図表2- 70 州ごとの中粒種生産量の割合推移 
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資料）‘2005 Rice Yearbook’Economic Research Service U.S.Department of Agriculture より作成 

 

2002年および、2003年にカリフォルニア州において栽培された中粒種の品種ごとの作
付面積をみると、M-202・M-204 といったカルローズ米9やM-401 といった高品質品種10

が多く作られている。これらはカリフォルニア稲作試験場（Rice Experiment Station)が

育成した品種であり、粒形や熟期によって区別され命名されている。 

 

                                                  
9 カルローズ（Calrose）：「カリフォルニアのバラ」という意味を込めて、カリフォルニア産の中粒種に対して付けられた総称。M-100 系統と

M-200 系統がそれにあたる。現在では「カルローズ」というブランドとして日本にも輸出されている。 

10 高品質品種：カリフォルニア産のジャポニカ種の中で、高品質のものの総称。M-400 系統やCALHIKARI201 などが該当する。味はいいが、収

穫量が少なく倒伏しやすいなど、栽培が難しいため、値段も高い。
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図表2- 71 カリフォルニア州における中粒種の栽培品種 

作付面積(acre) 割合（％） 作付面積(acre) 割合（％）

M-103 2,045 0 7,756 2
M-104 41,862 8 62,865 13
M-201 1,475 0 4,000 1
M-202 247,200 46 221,883 45
M-204 56,629 10 33,261 7
M-205 88,497 16 69,635 14
M-206 8 0 591 0
M-401 32,210 6 18,607 4
M-402 6,607 1 9,466 2
他 18,367 3 12,175 2
小計 494,900 92 440,238 90

34,750 6 40,135 8
6,307 1 7,441 2
540,100 100 490,049 100

品種
2002年 2003年

中
粒
種

長粒種
合計

短粒種

 

資料）Crop Vulnerability Statement for Rice’ Economic Research Service U.S.Department of 
Agriculture より作成 

 

（３）短粒種の生産 

 短粒種は、カリフォルニア州とアーカンソー州のみで生産されているが、推移をみても

カリフォルニア州が独占の度合いを強めており、2004 年時点で全体の 98％以上を占めて
いる。 

図表2- 72 州ごとの短粒種生産量の割合推移 
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資料）‘2005 Rice Yearbook’Economic Research Service U.S.Department of Agriculture より作成 
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 2002年および、2003年にカリフォルニア州において栽培された短粒種の品種ごとの作
付面積をみると S-102、日本品種の AKITAKOMACHIや KOSHIHIKARI、高品質品種の
CALMOCHIなどが多く作られている。 
 

図表2- 73 カリフォルニア州における短粒種の栽培品種 

作付面積(acre) 割合（％） 作付面積(acre) 割合（％）

S-102 8,943 2 9,071 2
AKITAKOMACHI 5,618 1 7,497 2
KOSHIHIKARI 6,320 1 4,659 1
CALMOCHI 13,869 3 15,843 3
他 ― ― 3,065 1
小計 34,750 6 40,135 8

494,900 92 440,238 90
6,307 1 7,441 2
540,100 100 490,049 100

品種
2002年 2003年

短粒種

中粒種
長粒種
合計  

資料）Crop Vulnerability Statement for Rice’ Economic Research Service U.S.Department of 
Agriculture  より抜粋 

 

（４）ブランド米の動向11 

アメリカで販売されている中粒種および短粒種のブランド（銘柄米）は、大きく２種類

に分けられる。１つは生産者が直接精米し販売するもので、国府田農場の「国宝ローズ」

やノムラ・カンパニーの「国宝ローズ」などが挙げられる。もう 1つは商社や卸業者によ
るブランドで、日系商社の JFCの「錦」、「玉錦」や西本貿易の「ひかり」などがある。 
「国宝ローズ」の場合はブランド名と品種名が一致しているが、そうでない場合も多い。

例えば高級米として知られる「田牧ゴールド」や「田牧米」（William Rice Milling Ltd. に
よる自家ブランド）は、時期により使用する品種（コシヒカリ系短粒種やM-401など）が
異なるという。また品種のほかに「Head & Ratio」という概念があり、完全粒と販売可能
粒が含まれる割合によって品質確保が行われている。 
こうした日本向けおよび現地の高級ジャポニカ米（プレミアム米）の生産が本格化する

のは 1970 年代以降であった。ただし、それも限定されたマーケットであり、主にカリフ
ォルニア州で生産されていたのは、栽培が容易で高収量のM-200系のカルローズであった。 
しかし、1980年代後半には、日本企業の進出や留学生の増加に伴い、M-400系や S-101、

S-102、コシヒカリ系やアキタコマチ系の高級ジャポニカ種の生産が広まっていった。さ
らにその後のミニマムアクセス輸入が導入されたことにより日本市場に向けた輸出用の銘

柄も数多く出てきた。 
 
 

                                                  
11 この小節全体として「日本の米輸出関税化にともなう高級ジャポニカ米の国際市場、国際取引の動向 －アメリカ、ヨーロッパにおける高級ジャポニカ米の流通、取

引の動向―」（小澤健二、手塚眞、立岩寿一、菅沼圭輔）を参考とした。 
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これらのブランドの 2000年時点における価格を比較すると、以下のようになる。 

図表2- 74 西海岸におけるアメリカ産短・中粒種米価格（20ポンド袋換算） 

銘柄 価格（$） 備考
田牧ゴールド 17.10 William Rice Milling Ltd　自家ブランド
玉錦 13.99 精米：FRC、商社：JFC
国宝ローズ 13.15 国府田農家自家ブランド
田牧米 12.55 William Rice Milling Ltd　自家ブランド
特選錦（JFC） 10.49 精米FRC、商社JFC
国宝ローズ 9.99 精米：CalPack、商社：Nomura Co
ひかり 8.89 精米：FRC、商社：西本貿易
ボタン 7.99 不明  

原典）エル･セ･リート「YAOYA-SAN」 
資料）「日本の米輸出関税化にともなう高級ジャポニカ米の国際市場、国際取引の動向 －アメリカ、

ヨーロッパにおける高級ジャポニカ米の流通、取引の動向―」（小澤健二、手塚眞、立岩寿一、菅沼圭

輔）より抜粋 
 
【ヒアリング結果より】 

・公邸料理人と自分で、現地産の日本品種米と日本産米を食べ比べたが、味の差はほとんどなかった。

確かに日本産米の方が美味しいが、価格差ほどでない。味覚だけであれば、現地産の日本品種米は、

日本国内の業務用のコメとほとんど変わらない。 

・日本産米との違いは、現地産米は収量を多くするため、化学肥料を多く用い、遺伝子組み換えも実施

し、さらに農薬を使用している点にある。 

 
これらのブランド米は食味などの品質も非常に高くなっている上、値段も日本産米より

も安く、日本産米にとって脅威といえる。実際、日本国内の業務用米とほとんど味覚の差

はないとの話も聞かれている。 
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６． 流通・広報 

（１）日本産米輸出の流通経路 

日本からアメリカへの日本産米輸出の流通経路は以下の通り、既存の他商品の流通経路

を活用する経路と、消費者個人への小口輸出の２ケースがみられる。 
 

① コメ以外の自社商品の流通経路を活用した輸出 

輸出業者が生産者団体あるいは卸売業者から仕入れた日本産米を、既存の自社商品（他

品目）の流通ルートを活用して、輸出するケースである。アメリカ国内の現地法人が輸出

相手先となり、アメリカ国内における他の自社商品による既存の流通網、販売網を活用し、

日系スーパー、レストランなどに卸されている。 

図表2- 75 日本からアメリカへの日本産米輸出の流通経路① 

（既存の他品目の流通経路を活用） 

生産者
団体/卸
売業者

輸出
業者

輸入
業者

（海外現地
法人）

日系スーパー
レストラン
高級食材店

消費者

日本 米国

農家

和牛、海苔・乾物等の他の自社商品の既存輸出ルートを活用（日本産米をコンテナに混載等）

 
 
【ヒアリング結果より】 

・主力商品である海苔等の輸出販売で構築された流通網、営業網（コメを扱う得意先が多い）を活用し、

これまでの商品にコメを加えた。 

・ロサンゼルス、バンクーバー、サンパウロに拠点（現地子会社）を有している。アメリカ全体をロサ

ンゼルスでカバーしている。 

・毎月 20ft コンテナ１本を船便で出しているので、アメリカ向けのコメについてもそれに積み込んでい

る。 

・輸出の相手先が現地子会社なので代金回収リスクがないことが大きい。 

・日本産米の輸出よりも早く和牛の輸出をはじめており、安定的に輸出を続けている。和牛の方が本命

であり、コメも一緒に扱えると良いという考えである。 

・アメリカに現地法人を設置しており、そこに輸出した上で既に引き合いのあった販売先に配送してい

る。 

・和牛とは別便で輸送しているが、アメリカでの保管においては同じ倉庫を活用している。 
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② コメ以外の自社商品の流通経路を活用した輸出 

卸売業者がアメリカ国内の現地日本人等から、日本産米の注文を受け、直接、消費者個

人向けに輸出するケースである。国際スピード郵便（EMS）を活用した小口輸送、３日間
の速達性が特徴となっている。 

図表2- 76 日本からアメリカへの日本産米輸出の流出経路② 

（消費者個人への小口輸出） 

卸売業者 消費者

日本 米国

農家
国際スピード郵便EMS（航空便）Max30㎏

現地日本人

 
 
【ヒアリング結果より】 

・個人・業務問わず各国から問い合わせがあるが、業務向けは取り扱っておらず、個人向けのみ取り扱

っている。その中でも、アメリカ在住の日本人が主なターゲットである。 

・空輸便の国際スピード郵便（EMS）を使用して送っている。購入者からは３日で届くので評判がよい。

・アメリカまで船便で送ると、船便でくん蒸処理される上に、西海岸から東海岸までは貨物列車で陸送

される間に相当程度品質が悪化することも空輸を選択している理由である。 

・５㎏単位と 10㎏単位がある。抱き合わせの発送は行っておらず、EMSの最大重量は 30㎏であるこ

とからも 10㎏単位での購入が最も多い。 

・送付頻度は 10～20個/月である。 

 

（２）小売店 

① カリフォルニア 

カリフォルニア州には日系人や留学生・単身赴任の日本人が多く居住していることもあ

り、日系スーパーも数多く展開している。主なスーパーを整理したものが以下の表である。 
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図表2- 77 カリフォルニア州の主要日系スーパー 

ニジヤマーケット ミツワマーケットプレイス マルカイ

概
要

・1986年サンディエゴ創業の
日系スーパー
・日本の商品を中心に魚介類、
精肉、オーガニック野菜、果物
を扱う。
・オーガニックにこだわりニジ
ヤファームという独自の農場を
経営。ニジヤブランドという独
自のブランドを持つ。

・食料品、日本食レストラン、
日本書籍、コスメティック、和
菓子・洋菓子専門店、ベーカ
リー等を完備した複合ショッピ
ングモールを全米で展開。
・旧ヤオハン

・1965年設立
1) 会員制および非会員制スー
パーマーケット（食品および生
活関連商品販売）の営業 2)
98セントプラスショップ
（100円ショップ形式）の営
業
3)  アジアン家具・雑貨専門店
の営業
4)  食品及び生活関連商品の開
発・輸入・販売
・他の日系スーパーと比較する
と非常に安いことで知られる。

店
舗

・サンディエゴ店、リトル東京
店、サンフランシスコ店、サン
ノゼ店などカリフォルニア州の
主要都市を中心に10店舗展
開。
・ニューヨークにも１店舗展
開。

・ロサンゼルスに４店舗あるほ
か、サンディエゴ、サンノゼな
どカリフォルニア州内に計７店
舗展開。
・シカゴとニュージャージーに
も店舗をあり。
・大吉寿し（９店舗）、とんか
つ専門店かつ華（２店舗）など
和食を中心にレストランも展
開。

・カリフォルニア州内で、会員
制と非会員制のスーパーマー
ケットを６店舗を展開。
・98セントショップやショッ
ピングセンターも同時展開。
・ハワイと大阪にも店舗あり

米
の
取
り
扱
い

・「オーガニックあきたこま
ち」、「ニジヤオーガニック
米」（カリフォルニア米の中粒
種）、「オーガニックもち米」
と、３種類のオーガニックライ
スを取り揃える。
・いずれもサクラメントの契約
農家が無農薬で栽培したコメを
使用。

・大潟村あきたこまち３個パッ
ク（19.04OZ）5.49ドル（リ
トル東京店のチラシより）

・こしひかり、はるか、田牧
ゴールド、あきたおとめ、錦と
いったブランドの新米が販売。
（チラシより）

資
料

ニジヤマーケットホームページ
（http://www.nijiya.com/bra
nd.asp）より

ミツワマーケットプレイスホー
ムページ
（http://www.mitsuwa.com
/）より

マルカイホームページ
（http://www.marukai.com/
index.html）より

 

 
 その他にも、ENBUN Market、Ebisu Market、ファミマ! !、ANA Super、Asahi Market、
Daiyu、Far East Market、Fujiya Market、Go’s Market、Granada Market、Tozai Foods 
Marketなど、カリフォルニア州には数多くの日本食品を扱うスーパーがある。 
 

② ニューヨーク 

カリフォルニア系の日系スーパーであるニジヤマーケットとミツワマーケットのほか、

Yagura、Sunrise Mart、片桐商会、Tokyo Martなどが日本食材を扱っている。ただしそ
の多くが単独店である。また韓国系や中華系のスーパーが日本食材を扱っているケースも

多い。ここでは参考として片桐商会が扱うアメリカ産米のラインナップと値段を示す12。 

                                                  
12 片桐商会では、玄米の状態で保管し、注文を受けた後に精米するという形式を取っている。 
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図表2- 78 片桐商会（ニューヨーク）におけるアメリカ産米のラインナップ 
商品 価格（$） 商品 価格（$）

田牧ゴールド短粒米 20 lbs.(9.07kg.) 19.99 かがやき短粒米 20lb.(9.07kg.) 17.15

田牧ゴールド短粒米 10 lbs.(4.5kg.) 10.99 かがやき短粒米 10lb.(4.5kg.) 9.99
田牧ゴールド短粒米 5 lbs.(2.26kg.) 5.49 かがやき短粒米 4.4lb.(2kg.) 4.99
国宝米中粒米 20 lbs.(9.07kg.) 12.89 かがやき短粒米 玄米 4.4lb.(2kg.) 4.99
国宝米中粒米 10 lbs.(4.5kg.) 7.15 胚芽米自然食 コシヒカリ 元気 5lb.(2.26kg 4.69
国宝米中粒米 5 lbs.(2.26kg.) 3.59 無洗米 新潟産コシヒカリ 2kg. 18.75
錦米中粒米 20 lbs.(9.07kg.) 12.15 秋田県産無洗米 あきたこまち 2kg. 14.45
錦米中粒米 10 lbs.(4.5kg.) 7.85 秋田県産あきたこまち 2kg. 13.95
錦米中粒米 5 lbs.(2.26kg.) 3.99 有機栽培米秋田県産 あきたこまち 2kg 28.35
錦米中粒米 2 lbs.(0.9kg.) 1.95 松竹梅もち米 5lb.(2.26kg.) 5.79
錦 玄米 2 lbs.(0.9kg.) 1.95 白梅もち米 2 lbs.(0.9kg.) 2.09

玉錦米短粒米 15 lbs.(6.7kg.) 13.35 魚沼産コシヒカリ 玄米 3kg. 31  
資料）片桐商会ホームページ（https://www.katagiri.com/groceryj.html）より抜粋 
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（３）日本食レストラン 

① アメリカにおける日本食レストラン数の推移 

ロサンゼルスの日本食ビジネス情報誌「Japanese Food Trade News-フード業界情報

U.S.A.」の調査結果13によると、2005 年時点において全米で 9,182 件の日本食レストラン

があり、2000 年からの５年間で 50％以上増加している。 

また、2005 年の時点で最も多い州はカリフォルニア州の 2,896 軒で、次いでニューヨー

ク州の 838 軒となっている。ここでは検討対象地区であるカリフォルニア州とニューヨー

ク州における日本食レストランの動向を中心に、アメリカの日本食レストラン数の概要を

述べる。 

図表2- 79 州ごとの日本食レストラン軒数の推移 
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原典）「Japanese Food Trade News-フード業界情報 U.S.A.」 
資料）「平成 18年度 米国の農業と農業政策の現状」 (2007年 3月、日本貿易振興機構 産業技術・
農水産部)より作成 
 

カリフォルニア州は、昔から日本人移民が多く、日本食レストラン軒数は他州に比べて

多い。2000年からの推移をみても、増加傾向にあるが、その増加率は他地域に比べると低

く、日本食レストランがすでに成熟した市場を形成していることが考えられる。2005年時

点におけるカリフォルニア州内の内訳は、1,078軒が北カリフォルニア（中核都市はサンフ

ランシスコ）、1,818軒が南カリフォルニア（中核都市はロサンゼルス）となっている。 

ニューヨーク州の日本食レストランは、ニューヨーク市内にある日本食レストランの数

                                                  
13 毎年米国全州のイエローページ（電話帳）などの情報を基に日本食レストランの数を数えたものである 
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は538軒（うち、マンハッタンにあるものが397軒）と、ニューヨーク市およびその周辺に

集中している。2000年からの推移を見ると、上位５州の中でも増加率が高く、日本食が近

年のトレンドであることが伺える。 

 また、日本食レストランの軒数が多い州およびその他の州の2000年以降の増加率を比較

すると、上位５州の増加率よりもその他（カリフォルニア州、ニューヨーク州、ワシント

ン州、フロリダ州、ハワイ州以外の州の合計）の増加率の方が高く、2000年からの５年間

で70％以上増加しているのが見てとれる。こうしたことからも、日本食がカリフォルニア

やニューヨークなどの日本人や日系人が多い地区だけでなく、その他の地域に住む一般の

アメリカ人にも受け入れられつつあると言える。 

 ただし、全体の８割程度は日本人でも日系人でもないいわゆるノンジャパニーズによっ

て経営されているとされ14、どの程度正当な日本食が供給されているかは不透明である。 

 

② その他関連調査レポート  

a) ニューヨークにおける日本食レストランの現状 
ニューヨークにおける日本食の状況について、以下のように報告されている。 

図表2- 80 ニューヨークにおける日本食レストラン 
＊日本食は「トップ・キュイジーヌ」 

ニューヨークのレストランガイドで最も人気のある「ザガット・サーベイ」2007 年版には、最も品

質の高い食事を出すニューヨークのレストラン 50 軒が挙げられているが、ル・ベルナルタン、ダニエ

ル、ブーレイ、ユニオン・スクエア・カフェなどの有名レストランに並んで、9 軒の日本食レストラン

がランクインしている。ニューヨークでは、高級かつハイセンスな日本食レストランが、フレンチ、イ

タリアン、アメリカンなど、他のジャンルのレストランにひけをとらない「ファイン・ダイニング」と

して受け入れられていることを示すものである。  

なお、「ザガット・サーベイ」の発行人のティムザガット氏は、2006 年 2月にジェトロ関係者と会

談した際に「米国の主要都市で日本食レストランが高い評価を受けており『ジャパニーズ』はフレンチ

と並ぶアメリカのトップキュィジーヌ（最もお洒落で人気の高い料理）となっている」と述べている。 

＊大型高級店が続々とオープン 

マンハッタンでは、2003 年から 2006 年までの間に約 100～300 席の大型箱のレストランが 12

店舗オープン（既存店の 2 号店を含む）しており、ニューヨークのあるレストラン関係者はこの状況を

「マンハッタンの大型日本食レストランは戦国時代を迎えた」とし、流行に敏感なニューヨーカーをタ

ーゲットとして多額の開店資金を投入した「ファイン・ダイニング」の日本食レストランが凌ぎを削っ

ている状況を形容している。なお、マンハッタンに最近開店した大型日本食レストランの中には、ノブ、

モリモトなど米系資本が参入するというケースが出てきており、ニューヨークでは大型日本食レストラ

ンの経営が投資の対象となるビッグビジネスと捉えられているという状況を示唆している。 

＊寿司以外のメニューもニューヨーカーに浸透 

ニューヨークの大型日本食レストランでは、アメリカ人にすっかり浸透した SUSHI に加え、アメリカ

であまり知られていないメニューを充実させ、新しいもの（Something New）を求める顧客を獲得し

ようという動きがある。このことに関してニューヨーク在住で日本食事情に詳しいフリーライターの石

                                                  
14 「Japanese Food Trade News-フード業界情報U.S.A.」発行人の池澤氏の話による 

 2-78



黒かおる氏は次のように述べている。 

「数年前までは､ニューヨークでも日本食＝SUSHI という考えがあった。日本食レストランに行って

SUSHI がないと店を出てしまう人も数年前まではいた｡しかし、最近になって日本食には SUSHI だけで

なく、様々な料理があることが、ニューヨーカーに認知されてきた。ニューヨーカーたちは『鱈の西京

漬け』や『あんきも』､ジュウーシーな『和牛』やとろけるような『トロ握り』に舌鼓を打ち、彼らの舌

も肥え、昆布やカツオ出汁の『UMAMI』なども英語になりつつある。」 

＊メディアも未紹介の食材に注目 

アメリカであまり紹介されていない日本の食材を産地への取材を踏まえて紹介するという記事が見ら

れるようになってきた。2006年 1月 4日付けのニューヨークタイムズには、ライターが芋焼酎の醸造

元を鹿児島に訪ね、芋焼酎のことを詳しく紹介した記事が掲載され、ニューヨークで焼酎の人気が高ま

るきっかけとなった。また、ニューヨークに本社を置くアメリカのレストラン業界誌「Nation’s 

Restaurant News」の 2007年 4月 9日号には新潟県を現地取材し、蕗の薹、バイ貝、油揚げ、塩引

き鮭などの食材を紹介する 3 ページの特集記事が掲載された。アメリカ未紹介の日本の食材や調理方法

は、メディアにとっても「読者の興味を惹く魅力的なテーマ」として認識されているものと見られる。 

資料）「平成 18年度 日本産食品の対米輸出拡大策に関する調査」 (2007年 3月、日本貿易振興機構 
産業技術・農水産部) より抜粋 

 

（４）展示・商談会 

 2001年以降 2007年 10月現在までに全米で行われた食品関連の見本市の回数を都市毎
にカウントすると、シカゴが最も多く 30 回、ついでロサンゼルス 18 回、ニューヨーク
14回となっている。日本食および日本産農産物に特化したような見本市は行われていない
ようである。 

図表2- 81 2001年以降の全米における食品関連見本市回数（都市別） 

都市名 見本市の回数（回）
シカゴ 30
ロサンゼルス 18
ニューヨーク 14
アトランタ 10
ボストン 7
サンフランシスコ 6
ワシントンDC 5
その他 33
合計 123  

資料）http://www.jetro.go.jp/matching/j-messe/より作成 
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（５）店舗等による広報 

 日系スーパー等の各店舗が、ちらしとして紙媒体あるいはWEB上で公開しているもの、
またWEBマガジン形式で日本のコメについて紹介しているものなどがある。 

図表2- 82 マルカイのチラシ 

 
資料）マルカイホームページ（http://www.marukai.com/index.html）より抜粋 

 2-80



図表2- 83ニジヤマーケットのWEBマガジン「GOCHISO MAGAZINE」 
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資料）ニジヤマーケット HP（http://www.nijiya.com/）より抜粋 
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（６）企業等による広告 

 日本産米を企業が広告している例はほとんど見当たらないが、アメリカ側の生産者や精

米業者、あるいは日本へのアメリカ産米輸入を行う輸入業者などが、アメリカ産米の PR
をしている例を以下に紹介する。 

図表2- 84 アメリカ産米の広告事例 

＊William Rice Milling LtdのHP（http://www.tamakimai.com/index.html） 

田牧米の精米および販売を行う。カリフォルニアにおけるコメの生産事情についての情報の掲載や、

具体的な調理方法やレシピなどについての情報を載せたニューレターの発行などを日本語で行ってい

る。 

＊KitokuAmerica の HP（http://www.kitokuamerica.com/Japanese/index.htm） 

訪日米の卸売業を行う木徳神糧子会社、キトク・アメリカのホームページ。カリフォルニア米に関す

る情報や現地農家の収穫の様子などを日本語で伝えている。 

＊カルローズの HP（http://www.usarice-jp.com/） 
コメの卸売業を行う木徳神糧子会社、キトク・アメリカのホームページ。カリフォルニア米に関する

情報や現地農家の収穫の様子などを日本語で伝えている。 

 

（７）その他 

 JETROは、レストランコンサルタント等へのヒアリング15を行っており、日本の高級食材

を高級志向のアメリカ人やレストランにアピールする方法としてシェフ・雑誌を使ったア

プローチが有効であるとしている。 
 

                                                  
15「平成 18 年度食品産業国際化可能性調査 日本産食品の対米輸出拡大策に関する調査」 (2007 年 3 月、日本貿易振興機構 産業技術・農水産部)
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IV. 香港における市場動向 

１． 市場 

（１）消費と生産の動向 

１人あたりの消費量は長年低下しており、120kg 程度あった消費量が現在では 40kg 台
まで低下している。ただし、21世紀に入ってからは横ばいとなっている。 

 稲作が行われていないことから、全消費が輸入でまかなわれている。 

図表2- 85 香港における１人あたり消費量（精米換算）の推移 
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資料）United States Department of Agriculture ”PS&D Online August 2007”より作成 

 

（２）人口、経済等の諸元 

香港の人口は約７百万人である。在留邦人は 27,270人で、世界５位となっている。1人
あたり国内総生産は 25,242USDで、115円換算で約 290万円となる。 

98％が中国系（漢民族）であり、うち広東出身者が８割を占め、次いで福建出身者、海
外在住華人が多い。人口の約 22％が香港島に、34％が九竜市街地に、44％が新界に居住
している。16  

図表2- 86 人口・経済にかかる基礎的諸元  
 年 数値 単位 

最新国勢調査人口 2001 6,708 千人 

1 人あたりＧＤＰ 2005 25,242 ＵＳＤ 

在留邦人 2006 27,270 人 

資料）World Bank ”World Development Indicators,2006 ”および総務省「世界の統計 2007」、外務省
領事局「海外在留邦人数調査統計」（平成 19年速報版）より作成 

                                                  
16 全国農業協同組合中央会「アジア諸国における日本産米受容性調査報告」（平成 17 年３月） 
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２． 消費者 

（１）富裕層の傾向 

消費者は富裕層であり、中国からの移住者が多いとされる。香港で売れたものは中国本

土でも売れる傾向がある。 
 
【ヒアリング結果より】 

・香港の富裕層は華僑で、中国で成功して移住してきたケース等がみられる。金融業、不動産業などで

財を築いた人が多く、所得実態等は分からないところがある。 

・香港で受け入れられたものは、中国本土で売れる傾向がある。 

・家計消費の３割が外食で、日本産米は和食レストラン等での外食による消費が大きいのではないか。 

 

（２）食文化・食生活 

香港は中国とほぼ同様の食文化を背景としており、食事は温かいものとされ、ごはんが

主食という意識はやや低いとされる。外食率は非常に高く、共働き比率の上昇とともに、

家庭での調理は手間をかけない中食等が嗜好される傾向にある。 

図表2- 87 香港の食文化  
＊「食事は温かいもの」 

中国では生野菜は鶏や家畜が食べるものとして敬遠されているが、香港ではサラダを食べる習慣が広

がり元、日本産野菜は高価格だが、安全・安心という信頼感がある。 

＊外食率が高い 

香港は共働きと外食率が高い。家庭ではお湯や電子レンジで温めるだけの手間のかからないものが好

まれている。「おいしいものを食べるならば、夫婦で外食する」という考えがある。 

レストランは各種中華料理の名店をはじめ、西洋料理からエスニック料理までそろい、世界の料理の

レベルは高い。総じて日本と比べてリーズナブルである。日本料理も人気がある。 

＊朝食・昼食・夕食 

朝食：出勤途中でお粥か飲茶を食べる。10香港ドル前後。 

昼食：30香港ドル前後からランチセットがある。日本食は 70香港ドル程度。 

夕食：中華料理店の会食で１人平均約 100香港ドル～ 

＊中食 

「外買」といい、どんぶり飯のようなお弁当を買ったり、オフィスに出前を頼む習慣がある。夕食も

中食を利用するDINKS 夫婦やビジネスマン、OLもみられる。 

＊ごはんの食べ方 

おかずが多く、ごはんが主食という意識は低い。コメ以外の主食類では麺類を好む。カップヌードル

屋インスタントラーメンは日本製が人気がある。乾麺、卵麺、ビーフン等麺の種類は豊富。うどんは鍋

の具としてポピュラーである。 

若い女の子は炭水化物抜きのダイエットでごはんを避けている人が多い。 

＊水 

水道水は硬水で飲用可とされているが、水道管が非常に汚れている恐れがあり、生水は飲まない方が

良いとされる。 

資料）全国農業協同組合中央会「アジア諸国における日本産米受容性調査報告」（平成 17年３月）より
抜粋 
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３． 商品 

全国農業協同組合中央会「アジア諸国における日本産米受容性調査報告」（平成 17 年
３月）で紹介されている、第 11回香港国際食品・飲料店（HOFEX）の来場者（香港・中
国・日本他）884人に対するアンケートでは、短粒種を食べている人が約２割である。 
品種別の試食結果では、「新潟こしひかり」が最も評価が高く、次いで「福島ひとめぼ

れ」となっている。 
日本産米イメージは、ポジティブな面では「安全・安心」「おいしい」「高級品」との

回答が８割前後と非常に多く、一方で、ネガティブな面では「価格が高い」が７割弱とな

っている。 
興味としては「品質」「食味」が「高級感」「安全・安心」よりも高い。 

図表2- 88 第11回香港国際食品・飲料店（HOFEX）におけるアンケート結果の一部 
 回答 比率  回答 比率 

おいしい 78% 品質 34%

価格が高い 67% 食味 28%

柔らかい 65% 高級感 18%

普通のかたさ 17%

日本産米への興

味 

安全・安心 15%

安全・安心 82% 長粒種 48%

日本産米のイメージ 

高級品 78% 短粒種 18%

新潟こしひかり 34%

食べているコメ

の種類 
不明 34%

福島ひとめぼれ 30%試食米の評価 

千葉こしひかり 26%  

資料）全国農業協同組合中央会「アジア諸国における日本産米受容性調査報告」（平成 17年３月）より
抜粋 

 

図表2- 89 日本食の普及状況 
＊拡大する日本食 

香港は世界最大級の日本食マーケットである。日本食の輸入額（2002年）でみれば、香港は 610億

円でアメリカに次いで世界２位で、３位の台湾を 120億円引き離している。また、日本食材を扱うスー

パー、百貨店の数、アイテム数、売り場面積レストラン数を比較すると、「香港はずば抜けている」と

いう。ちなみに、香港系の日本レストラン数は約 500軒と言われる。 

＊日本の食品に対する高い関心 

訪日香港人は年間約 28 万人である。香港人の日本の食べ物全般に対する関心は高い。香港ではほと

んどの日本の物資がそろうが、日本から輸入された日本食品は日本に比べて約 1.5 倍の値段で売られて

いる。 

日系百貨店やスーパーは競って日本から新鮮な食品を輸入し、定期的に各県の物産展等を開催して、

集客に努めている。香港の地元スーパーにも日本の食品は当たり前のように置かれている。日本食の中

では、ラーメン、寿司の人気が非常に高く、菓子類も値段は高いが売れている。 

＊日本の食品に対する評価 

・高品質であり、安全・安心・健康を求める人の高い関心 

・SARS発生後、特に商品へのこだわりは増し、安全・安心・健康への関心度が高い。 

資料）全国農業協同組合中央会「アジア諸国における日本産米受容性調査報告」（平成 17年３月）より
抜粋 
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４． 競合 

香港で輸入されている米の約 85％はタイ米であり17、長粒種が消費の多くを占めている

とみられる。 
短粒種は、カリフォルニア産やオーストラリア産が多く、これらは日本産の 1/5 程度の

価格とされている。 

図表2- 90 日本産米の競合にかかる紹介 
・日本産米はカリフォルニア産やオーストラリア産の短粒種に市場を奪われている。 

・在留邦人は、日本産米以外では、アメリカ産の中・短粒種のニシキ米やタマキ米、オーストラリア産

「桜城米」「双羊ブランド」米等を購入している。 

・価格的には、一般的に、中国・ベトナム産中短粒種は日本産米の 1/10、カリフォルニア産米は 1/5

程度である。 

・最近、タイ産ジャスミン米（別名香米）が冷えても美味と人気。 

・中国産米は残留農薬などで敬遠されている。 

資料）全国農業協同組合中央会「アジア諸国における日本産米受容性調査報告」（平成 17年３月）より
抜粋 

図表2- 91 第11回香港国際食品・飲料店（HOFEX）におけるアンケート結果の一部 
 回答 比率 

タイ 71%

中国 17%

アメリカ 2%

食べているコメ

の産地 

ベトナム 0.4%

資料）全国農業協同組合中央会「アジア諸国における日本産米受容性調査報告」（平成 17年３月）より
抜粋 

 

                                                  
17 農林水産省「平成 16 年度農林水産物貿易円滑化推進事業貿易情報海外調査報告書（食品別輸入関連規制・流通事情」 
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V. シンガポールにおける市場動向 

１． 市場 

（１）消費と生産の動向 

１人あたりの消費量もほぼ横ばいであり、2007年値でも 82kg／人を保っている。 
 稲作が行われていないことから、消費は全て輸入でまかなわれている。 

図表2- 92 シンガポールにおける１人あたり消費量（精米換算）の推移 
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資料）United States Department of Agriculture ”PS&D Online August 2007”より作成 

 

（２）人口、経済等の諸元 

 シンガポールの人口は約４百万人、在留邦人は 26,370人で、世界７位となっている。1
人あたり国内総生産は 26,969USDで、115円換算で約 310万円となる。 
華人系が約 76％、マレー系約 4%、インド系約 8%であるが、国民の大部分はシンガポ

ール生まれで、出身国との関係はやや薄い。18

図表2- 93 人口・経済にかかる基礎的諸元  
 年 数値 単位 

最新国勢調査人口 2000年 4,018 千人 

1 人あたりＧＤＰ 2005年 26,969 ＵＳＤ 

在留邦人  26,370 人 

資料）World Bank ”World Development Indicators,2006 ”および総務省「世界の統計 2007」、外務省
領事局「海外在留邦人数調査統計」（平成 19年速報版）より作成 

                                                  
18 全国農業協同組合中央会「アジア諸国における日本産米受容性調査報告」（平成 17 年３月）
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２． 消費者 

（１）食文化・食生活 

シンガポールは香港等と同様に外食率が非常に高く、屋台が日常的に利用されている。

中食も非常に多く、あまり料理をしない国民性と指摘されている。 
多民族文化を背景として、多彩な料理がみられる。なお、食材の多くは輸入される。 

図表2- 94 シンガポールの食文化  

＊朝食・昼食・夕食とも屋台を利用する傾向あり 

朝食が 1.5～２S$、昼食が 2～5S$、夕食が３～10Ｓ＄。屋台外食は 10～100S$と幅広い。 

夜食を食べる人が多く、２～３S$の麺類等。 

＊中食 

中食が非常に多い。常時蒸し暑いシンガポールでは、屋台からの中食が非常に多い。 

あまり料理をしない国民性であり、中食と内食の中間のような食品も多い。温めたり、茹でることも

クッキングとよばれる。 

＊多民族国家ならではの多彩な食文化 

マレー料理：マレーシア周辺のマレー系の家庭料理を指し、それ以外はインドネシア料理に分類され

る。特徴は、ココナッツとスパイス、香草類の多用である。また、魚介類が好まれ、煮干しも多用され

る。野菜料理では、日本にはない土着の野菜、タピオカ・リーフ、ジャックフルーツ等の珍素材も多い。

代表料理はサテー（肉串焼き）、ナシゴレン（焼きめし）、ミーゴレン（焼きそば）等 

プラナカン料理：プラナカンはマレー系と中国・インドなどとの混血人種。多くのスパイスやココナ

ツミルク等をふんだんに使用するマレー料理に近い味。イスラムの戒律に縛られないので豚肉も使われ、

中華材料も使う。ラクサ（麺料理）が代表格。 

＊ほとんどの食料を輸入 

食料品は、魚介類と野菜の一部を除き、コメ、穀物、加工食品、肉類等ほとんどを輸入している。店

頭ではパック詰め、量り売りの両方があるが、ともに衛生的。 

＊上水道を飲むことができる 

上水道はWHOの審査基準をクリアしており、生水を飲むことができる。 

資料）全国農業協同組合中央会「アジア諸国における日本産米受容性調査報告」（平成 17年３月）より
抜粋 

 
３． 商品 

日本食は人気があり、日本産米の認知度は一定程度あると指摘されている。 
 
【ヒアリング結果より】 

・日本産米は一般向けについてはかなり定着した感があり、おそらく散らし寿司やおにぎりなどにして

家庭で食べられているのではないか。 

図表2- 95 日本食の普及状況 
・日本食ブームや日本製品の安全性に対する信頼感がある。 

資料）全国農業協同組合中央会「アジア諸国における日本産米受容性調査報告」（平成 17年３月）より
抜粋 
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４． 競合 

シンガポールは、長粒種の食文化である。短粒種はアメリカ産、オーストラリア産、ベ

トナム産と競合している。日本産米とこれらとの価格差は２倍以上となっている。 
 
【ヒアリング結果より】 

・シンガポール市場はインド系、中華系、マレー系など様々な民族で構成されており一概には言えない

が、圧倒的に食べられているのは長粒種である。そのほとんどはタイ米であるが、近年中国産も増え

てきている。短粒種については、アメリカ産、日本産、ベトナム産が多く、オーストラリア産も入っ

ているがほとんど見かけない。 

・中国産米と日本産米の差が 4 倍程度である。シンガポールは関税がなく、コストがそのまま出ている

とみることができる。 

・日本産米とアメリカ産米等との価格差が２倍以上。レストランでは価格が折り合わないケースが多い。

・富裕層（主に華僑）や欧米人が購入層だろう。日本人もいるが、多くは外国産短粒種を購入している

ようである。これは、日本産米の回転が良くないので、精米後６ヶ月経たコメが店頭に並んでおり、

味が劣る。外国産でも精米したての方がおいしい。 

・共働きが増加しており、それに伴い外食の割合も高まっている。また安全志向も強まっている。 

図表2- 96 日本産米の競合にかかる紹介 
・長粒種の食文化である。 

・アメリカ産、オーストラリア産の中短粒種が、低価格を活かして相当量輸入されており、現地日本人

に好評である。値段は 3～4S$/kg である。通年で出回り、味も良い。 

・近年は中国産・ベトナム産の日本品種米が輸入されている。 

資料）全国農業協同組合中央会「アジア諸国における日本産米受容性調査報告」（平成 17年３月）より
抜粋 

図表2- 97 シンガポールにおける主なコメの販売価格 
品種 長粒種 短粒種（中国産） 日本産米 

単価：円換算 約 50円/kg 約 200円/kg 約 800円/kg 
資料）ヒアリング結果より作成 
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